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(57)【要約】
無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）は、シーケンスを使用
して、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）肯定応答
または否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）などのアップリン
ク制御情報を送信するように構成され得る。ＨＡＲＱ　
ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、１ビットまたは２ビットの情報を
含むことができ、ＷＴＲＵは、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫを送信するためにシーケンスの巡回シフトを使用し
得る。ＷＴＲＵは、シーケンスの異なる巡回シフトを使
用して、異なるＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値を送信す
ることができ、巡回シフトは、送信を促進する手法で、
互いから分離され得る。ＷＴＲＵは、物理ダウンリンク
制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）から、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／
ＮＡＣＫを送信するためのリソースブロックの表示を受
信するようにさらに構成され得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　シーケンスを使用して、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）肯定応答または否定応
答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を送信するように構成されたプロセッサを備え、前記プロセッサ
は、
　前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫが１ビットの情報を含むのか、または２ビットの情報
を含むのかを決定することと、
　前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫが１ビットの情報を含むという決定に基づいて、
　　前記シーケンスの第１の巡回シフトまたは前記シーケンスの第２の巡回シフトのうち
の１つを使用して、前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信することであって、前記第１
の巡回シフトは、第１の１ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値に対応し、前記第２の
巡回シフトは、第２の１ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値に対応し、前記第１の巡
回シフトおよび前記第２の巡回シフトは、前記シーケンスの長さの半分だけ異なる、こと
と、
　前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫが２ビットの情報を含むという決定に基づいて、
　　前記シーケンスの４つの巡回シフトのうちの１つを使用して、前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ
／ＮＡＣＫを送信することであって、前記シーケンスの前記４つの巡回シフトの各々は、
それぞれの２ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値に対応し、前記シーケンスの前記４
つの巡回シフトは、少なくとも前記シーケンスの前記長さの４分の１だけ互いに異なる、
ことと
　を行うようにさらに構成されるＷＴＲＵ。
【請求項２】
　前記シーケンスの前記長さは１２である、請求項１のＷＴＲＵ。
【請求項３】
　前記第１の巡回シフトは３に等しく、前記第２の巡回シフトは９に等しい、請求項２の
ＷＴＲＵ。
【請求項４】
　前記４つの巡回シフトは、１、４、７、および１０を含む、請求項１のＷＴＲＵ。
【請求項５】
　前記２ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値は、（０，０）、（０，１）、（１，０
）、または（１，１）のうち１つである、請求項１のＷＴＲＵ。
【請求項６】
　前記２ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値（０，０）を送信するために使用される
前記巡回シフトは、前記２ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値（０，１）を送信する
ために使用される前記巡回シフトと、前記シーケンスの前記長さの４分の１だけ異なり、
前記２ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値（０，１）を送信するために使用される前
記巡回シフトは、前記２ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値（１，０）を送信するた
めに使用される前記巡回シフトと、前記シーケンスの前記長さの４分の１だけ異なる、請
求項５のＷＴＲＵ。
【請求項７】
　前記プロセッサは、ネットワークエンティティから構成を受信し、前記構成に基づいて
、前記シーケンスのどの巡回シフトを前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するために
使用するかを決定するようにさらに構成される、請求項１のＷＴＲＵ。
【請求項８】
　前記プロセッサは、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）から、前記ＨＡＲＱ
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するためのリソースブロックの表示を受信するようにさらに構
成される、請求項１のＷＴＲＵ。
【請求項９】
　前記プロセッサは、前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫと共に、肯定的なスケジューリン
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グ要求（ＳＲ）を送信するようにさらに構成される、請求項１のＷＴＲＵ。
【請求項１０】
　シーケンスを使用して、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）肯定応答または否定応
答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を送信する方法であって、前記方法は、
　前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫが１ビットの情報を含むのか、または２ビットの情報
を含むのかを決定するステップと、
　前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫが１ビットの情報を含むという決定に基づいて、
　　前記シーケンスの第１の巡回シフトまたは前記シーケンスの第２の巡回シフトのうち
の１つを使用して、前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するステップであって、前記
第１の巡回シフトは、第１の１ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値に対応し、前記第
２の巡回シフトは、第２の１ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値に対応し、前記第１
の巡回シフトおよび前記第２の巡回シフトは、前記シーケンスの長さの半分だけ異なる、
ステップと、
　前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫが２ビットの情報を含むという決定に基づいて、
　前記シーケンスの４つの巡回シフトのうちの１つを使用して、前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／
ＮＡＣＫを送信するステップであって、前記シーケンスの前記４つの巡回シフトの各々は
、それぞれの２ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値に対応し、前記シーケンスの前記
４つの巡回シフトは、少なくとも前記シーケンスの前記長さの４分の１だけ互いに異なる
、ステップと
　を含む方法。
【請求項１１】
　前記シーケンスの前記長さは１２である、請求項１０の方法。
【請求項１２】
　前記第１の巡回シフトは３に等しく、前記第２の巡回シフトは９に等しい、請求項１１
の方法。
【請求項１３】
　前記シーケンスの前記４つの巡回シフトは、１、４、７、および１０を含む、請求項１
１の方法。
【請求項１４】
　前記２ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値は、（０，０）、（０，１）、（１，０
）、または（１，１）のうち１つである、請求項１０の方法。
【請求項１５】
　ネットワークエンティティから構成を受信するステップと、前記構成に基づいて、前記
シーケンスのどの巡回シフトを前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するために使用す
るかを決定するステップとをさらに含む、請求項１０の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　この出願は、2017年5月3日に出願された米国特許仮出願第62/500,772号、および2017年
9月28日に出願された米国特許仮出願第62/564,755号の利益を主張し、これらの米国特許
仮出願の開示内容は、それらの全体が参照によって本明細書において組み込まれている。
【背景技術】
【０００２】
　アップリンク制御情報は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）において送信
され得る。ＰＵＣＣＨは、短い持続時間または長い持続時間を使用して送信され得る。Ｕ
ＣＩ情報は、スケジューリング要求（ＳＲ：Scheduling Request）を含んでもよく、スケ
ジューリング要求は、無線リソースを要求するために使用され得る。
【発明の概要】
【０００３】
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　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）は、シーケンスを使用して、ハイブリッド自動再送要
求（ＨＡＲＱ）肯定応答または否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を送信するように構成され
たプロセッサを含み得る。プロセッサは、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫが１ビットの情報
を含むのか、または２ビットの情報を含むのかを決定するようにさらに構成され得る。Ｈ
ＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫは１ビットの情報を含むという決定である場合、プロセッサは
、シーケンスの第１の巡回シフトまたはシーケンスの第２の巡回シフトのうちの１つを使
用して、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するように構成され得る。第１の巡回シフト
は、第１の１ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値に対応してもよく、第２の巡回シフ
トは、第２の１ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値に対応してもよい。第１および第
２の巡回シフトは、シーケンスの長さの半分だけ（例えば、シーケンスと関連付けられた
巡回シフトの総数の半分だけ）互いに異なり得る。
【０００４】
　決定が、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫは情報の２ビットを含むということである場合、
ＷＴＲＵのプロセッサは、シーケンスの４つの巡回シフトのうちの１つを使用して、ＨＡ
ＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するように構成され得る。４つの巡回シフトの各々は、そ
れぞれの２ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値に対応することができ、４つの巡回シ
フトは、少なくともシーケンスの長さの４分の１だけ（例えば、シーケンスと関連付けら
れた巡回シフトの総数の４分の１だけ）互いに異なり得る。
【０００５】
　本明細書において説明されるシーケンスは、１２の長さを有し得る（例えば、シーケン
スと関連付けられた１２個の巡回シフトが存在し得る）。例（例えば、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ
／ＮＡＣＫが、情報の１ビットを含む場合）において、ＷＴＲＵは、３個の第１の巡回シ
フトを使用して、第１の１ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値を送信してもよく、９
個の第２の巡回シフトを使用して、第２の１ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値を送
信してもよい。例（例えば、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫが、情報の２ビットを含む場合
）において、ＷＴＲＵは、巡回シフト１、４、７、および１０を使用して、それぞれ（０
，０）、（０，１）、（１，０）、または（１，１）の２ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ値を送信してもよく、ただし、４つの巡回シフトは、シーケンスの長さの４分の１
だけ互いと異なり得る。
【０００６】
　ＷＴＲＵは、ネットワークエンティティから構成を受信し、この構成に基づいて、シー
ケンスのどの巡回シフトを使用してＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するかを決定し得
る。ＷＴＲＵは、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）から、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ
／ＮＡＣＫを送信するためのリソースブロックの表示を受信し得る。ＷＴＲＵは、ＨＡＲ
Ｑ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫと共に肯定的なスケジューリング要求（ＳＲ）を送信し得る。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　より詳細な理解は、添付図面と共に例として与えられる下記の説明から得られる。
【図１Ａ】１つまたは複数の開示されている例が実装され得る例示的な通信システムを示
すシステム図である。
【図１Ｂ】一例に係る、図１Ａに示された通信システム内で使用され得る例示的な無線送
受信ユニット（ＷＴＲＵ）を示すシステム図である。
【図１Ｃ】一例に係る、図１Ａに示された通信システム内で使用され得る、例示的な無線
アクセスネットワーク（ＲＡＮ）および例示的なコアネットワーク（ＣＮ）を示すシステ
ム図である。
【図１Ｄ】一例に係る、図１Ａに示された通信システム内で使用され得る、さらなる例示
的なＲＡＮおよびさらなる例示的なＣＮを示すシステム図である。
【図２】シーケンスの４つの巡回シフトを使用する２ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋおよび／またはスケジューリング要求（ＳＲ）送信を示す図である。
【図３】シーケンスの２つの巡回シフトを使用する、１ビットのＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび
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／またはＳＲ送信を示す図である。
【図４Ａ】例示的なＰＵＣＣＨ領域を示す図である。
【図４Ｂ】１つまたは複数のトランスポートブロックについてのＡＣＫ／ＮＡＣＫを送る
ＷＴＲＵの例を示す図である。
【図４Ｃ】１つまたは複数のトランスポートブロックについてのＡＣＫ／ＮＡＣＫを送る
２つのＷＴＲＵの例を示す図である。
【図５】周波数シフトされた参照シンボルまたは参照信号（ＲＳ）を使用する、ＡＣＫ／
ＮＡＣＫまたはＳＲ送信を示す図である。
【図６】ＲＳ上の時間ドメインカバーコードを使用する、ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／また
はＳＲ送信を示す図である。
【図７】ＲＳについての異なる巡回時間シフトを使用する、ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／ま
たはＳＲ送信を示す図である。
【図８】ＲＳオン／オフキーイングを使用するＳＲ送信を示す図である。
【図９】波形符号化と共にＲＳを使用するＳＲ送信を示す図である。
【図１０】ＵＣＩおよびＳＲの周波数分割多重化を示す図である。
【図１１】ＵＣＩおよび１つまたは複数のＷＴＲＵによるＳＲ送信を示す図である。
【図１２】１つまたは複数のＷＴＲＵによるＵＣＩおよび／またはＳＲ送信を示す図であ
る。
【図１３】ＵＣＩおよびＳＲの低ＰＡＰＲ送信を示す図である。
【図１４】ＵＣＩおよびＳＲの低ＰＡＰＲ送信を示す図である。
【図１５】ＵＣＩおよびＳＲの低ＰＡＰＲ送信を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　ここで、例示的な実施形態の詳細な説明が、様々な図を参照しながら説明される。本説
明は、考え得る実装例の詳細な例を提供するが、詳細は例示的なものであって、本出願の
範囲を全く限定しないように意図されていることが留意されるべきである。
【０００９】
　図１Ａは、１つまたは複数の開示されている実施形態が実装され得る例示的な通信シス
テム１００を示す図である。通信システム１００は、音声、データ、ビデオ、メッセージ
ング、ブロードキャスト等のコンテンツを複数の無線ユーザに提供する多元接続システム
であってもよい。通信システム１００は、無線帯域幅を含むシステムリソースの共有を通
じて、複数の無線ユーザがそのようなコンテンツにアクセスすることを可能にし得る。例
えば、通信システム１００は、１つまたは複数のチャネルアクセス方法、例えば、符号分
割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ
）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、ゼロ
テールユニークワードＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ（ＺＴ　ＵＷ　ＤＴＳ－ｓ　ＯＦＤＭ：zero-t
ail unique-word DFT-Spread OFDM）、ユニークワードＯＦＤＭ（ＵＷ－ＯＦＤＭ）、リ
ソースブロックフィルタリング済み（resource block-filtered）ＯＦＤＭ、フィルタバ
ンクマルチキャリア（ＦＢＭＣ）などを採用してもよい。
【００１０】
　図１Ａに示されるように、通信システム１００は、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ、ＲＡＮ１０４／１１３、ＣＮ１０６／１１５、
公衆交換電話ネットワーク（ＰＳＴＮ）１０８、インターネット１１０、および他のネッ
トワーク１１２を含み得るが、開示されている実施形態は、任意の数のＷＴＲＵ、基地局
、ネットワーク、および／またはネットワーク要素を想定することが認識されるであろう
。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの各々は、無線環境において動作お
よび／または通信するように構成された任意のタイプのデバイスであってよい。例えば、
いずれも「局」および／または「ＳＴＡ」と称され得る、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、
１０２ｃ、１０２ｄは、無線信号を送信および／または受信するように構成されることが
でき、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定加入者ユニットまたは移動加入者ユニット、加
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入ベースのユニット（subscription-based unit）、ページャー、携帯電話、携帯情報端
末（ＰＤＡ）、スマートフォン、ラップトップコンピュータ、ネットブック、パーソナル
コンピュータ、無線センサ、ホットスポットまたはＭｉ－Ｆｉデバイス、ＩｏＴデバイス
、時計または他の着用可能な頭部装着形ディスプレイ（ＨＭＤ）、車両、ドローン、医療
デバイスおよび応用例（例えば、遠隔手術）、工業デバイスおよび応用例（例えば、工業
処理チェーンおよび／または自動処理チェーンの文脈において動作する、ロボットおよび
／または他の無線デバイス）、家電デバイス、商業無線ネットワークおよび／または工業
無線ネットワーク上で動作するデバイスなどを含んでもよい。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２
ｂ、１０２ｃおよび１０２ｄのいずれも、互換的にＵＥと称され得る。
【００１１】
　通信システム１００は、基地局１１４ａおよび／または基地局１１４ｂも含み得る。基
地局１１４ａ、１１４ｂの各々は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの
うちの少なくとも１つと無線でインターフェースして、ＣＮ１０６／１１５、インターネ
ット１１０、および／または他のネットワーク１１２などの、１つまたは複数の通信ネッ
トワークへのアクセスを促進するように構成された任意のタイプのデバイスであり得る。
例えば、基地局１１４ａ、１１４ｂは、基地送受信局（ＢＴＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ
、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、ｇＮＢ、ＮＲ　ＮｏｄｅＢ、サイトコントローラ
、アクセスポイント（ＡＰ）、無線ルータなどであってよい。基地局１１４ａ、１１４ｂ
は各々、単一の要素として描かれているが、基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意の数の相
互接続された基地局および／またはネットワーク要素を含んでもよいことが認識されるで
あろう。
【００１２】
　基地局１１４ａは、ＲＡＮ１０４／１１３の一部であってもよく、ＲＡＮ１０４／１１
３は、基地局コントローラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、リレ
ーノード等などの、他の基地局および／またはネットワーク要素（図示せず）も含み得る
。基地局１１４ａおよび／または基地局１１４ｂは、１つまたは複数の搬送周波数上で無
線信号を送信および／または受信するように構成されることができ、１つまたは複数の搬
送周波数は、セル（図示せず）と称され得る。これらの周波数は、ライセンスされたスペ
クトル内、ライセンスされていないスペクトル内、またはライセンスされたスペクトルと
ラインセンスされていないスペクトルとの組み合わせ内にあってもよい。セルは、比較的
固定され得る、または時間と共に変化し得る特定の地理的エリアへの無線サービスにカバ
レッジを提供し得る。セルは、セルセクタへとさらに分割され得る。例えば、基地局１１
４ａと関連付けられたセルは、３つのセクタに分割され得る。したがって、１つの実施形
態において、基地局１１４ａは、３つの送受信機、すなわち、セルのセクタごとに１つの
送受信機を含んでもよい。一実施形態において、基地局１１４ａは、ＭＩＭＯ技術を採用
し、セルのセクタごとに複数の送受信機を利用し得る。例えば、所望の空間方向において
信号を送信および／または受信するために、ビームフォーミングが使用されてもよい。
【００１３】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、エアインターフェース１１６上で、ＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの１つまたは複数と通信することができ、エアイン
ターフェース１１６は、任意の適切な無線通信リンク（例えば、無線周波数（ＲＦ）、マ
イクロ波、センチメートル波、マイクロメートル波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、
可視光線等）であってもよい。エアインターフェース１１６は、任意の適切な無線アクセ
ス技術（ＲＡＴ）を使用して確立され得る。
【００１４】
　より具体的には、上記のように、通信システム１００は、多元接続システムであっても
よく、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ等などの、１つまた
は複数のチャネルアクセス方式を採用してもよい。例えばＲＡＮ１０４／１１３内の基地
局１１４ａ、およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、ユニバーサルモバイルテ
レコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技
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術を実装してもよく、ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））を使用し
て、エアインターフェース１１５／１１６／１１７を確立し得る。ＷＣＤＭＡは、高速パ
ケットアクセス（ＨＳＰＡ）および／または進化型ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）などの通信プ
ロトコルを含み得る。ＨＳＰＡは、高速ダウンリンク（ＤＬ）パケットアクセス（ＨＳＤ
ＰＡ）および／または高速ＵＬパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）を含み得る。
【００１５】
　一実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは
、進化型ＵＭＴＳ地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）などの無線技術を実装してもよく、
Ｅ－ＵＴＲＡは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）および／またはＬＴＥアドバ
ンスト（ＬＴＥ－Ａ）および／またはＬＴＥアドバンストプロ（ＬＴＥ－Ａ　Ｐｒｏ）を
使用して、エアインターフェース１１６を確立し得る。
【００１６】
　一実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは
、ＮＲ無線アクセスなどの無線技術を実装してもよく、ＮＲ無線アクセスは、新無線（Ｎ
Ｒ：New Radio）を使用して、エアインターフェース１１６を確立し得る。
【００１７】
　一実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは
、複数の無線アクセス技術を実装してもよい。例えば、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、例えばデュアル接続性（ＤＣ：dual connectivity）原
理を使用して、ＬＴＥ無線アクセスとＮＲ無線アクセスとを共に実装してもよい。したが
って、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃによって利用されるエアインターフェース
は、複数のタイプの無線アクセス技術および／または複数のタイプの基地局（例えば、ｅ
ＮＢおよびｇＮＢ）への／からの送信によって特徴付けられ得る。
【００１８】
　他の実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
は、ＩＥＥＥ　８０２．１１（すなわち、ＷｉＦｉ（Wireless Fidelity））、ＩＥＥＥ
　８０２．１６（すなわち、ＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave A
ccess））、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００　ＥＶ－Ｄ
Ｏ、暫定標準２０００（ＩＳ－２０００）、暫定標準９５（ＩＳ－９５）、暫定標準８５
６（ＩＳ－８５６）、ＧＳＭ（登録商標）（Global System for Mobile Communications
）、ＥＤＧＥ（Enhanced Data rates for GSM Evolution）、ＧＳＭ　ＥＤＧＥ（ＧＥＲ
ＡＮ）等などの無線技術を実装してもよい。
【００１９】
　図１Ａにおける基地局１１４ｂは、例えば、無線ルータ、ホームノードＢ、ホームｅノ
ードＢ、またはアクセスポイントであってもよく、事業所、家庭、車両、キャンパス、産
業施設、（例えば、ドローンによる使用のための）空中回廊（air corridor）、車道等な
どの局所的なエリア内における無線接続性を促進するために、任意の適切なＲＡＴを使用
し得る。１つの実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは
、ＩＥＥＥ８０２．１１などの無線技術を実装して、無線ローカルエリアネットワーク（
ＷＬＡＮ）を確立し得る。一実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ
、１０２ｄは、ＩＥＥＥ８０２．１５などの無線技術を実装して、無線パーソナルエリア
ネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立してもよい。また別の実施形態において、基地局１１４
ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、セルラベースのＲＡＴ（例えば、ＷＣＤＭＡ、
ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、ＬＴＥ－Ａ　Ｐｒｏ、ＮＲ等）を利用
して、ピコセルまたはフェムトセルを確立してもよい。図１Ａに示されるように、基地局
１１４ｂは、インターネット１１０への直接接続を有し得る。したがって、基地局１１４
ｂは、ＣＮ　１０６／１１５を介してインターネット１１０にアクセスすることを必要と
されなくてもよい。
【００２０】
　ＲＡＮ１０４／１１３は、ＣＮ１０６／１１５と通信してもよく、ＣＮ１０６／１１５
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は、音声、データ、アプリケーション、および／またはＶｏＩＰサービスをＷＴＲＵ１０
２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの１つまたは複数に提供するように構成され
た任意のタイプのネットワークであってもよい。データは、様々なスループット要件、レ
イテンシ要件、エラー許容要件、信頼性要件、データスループット要件、モビリティ要件
等などの、様々なサービス品質（ＱｏＳ）要件を有し得る。ＣＮ１０６／１１５は、呼制
御、課金サービス、モバイル位置情報サービス、プリペイド電話、インターネット接続性
、ビデオ配信等を提供し、および／またはユーザ認証などの高度なセキュリティ機能を実
行し得る。図１Ａには図示されていないが、ＲＡＮ１０４／１１３および／またはＣＮ１
０６／１１５は、ＲＡＮ１０４／１１３と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを採用する他の
ＲＡＮと、直接的な通信または間接的な通信をしてもよいことが認識されるであろう。例
えば、ＮＲ無線技術を利用していることがあり得るＲＡＮ１０４／１１３に対して接続さ
れることに加えて、ＣＮ１０６／１１５は、ＧＳＭ、ＵＭＴＳ、ＣＤＭＡ　２０００、Ｗ
ｉＭＡＸ、Ｅ－ＵＴＲＡ、またはＷｉＦｉ無線技術を採用する別のＲＡＮ（図示せず）と
も通信してもよい。
【００２１】
　ＣＮ１０６／１１５は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄがＰＳＴＮ
１０８、インターネット１１０、および／またはその他のネットワーク１１２にアクセス
するためのゲートウェイとしての役割を果たし得る。ＰＳＴＮ１０８は、旧来の電話サー
ビス（ＰＯＴＳ：plain old telephone service）を提供する回線交換電話ネットワーク
を含んでもよい。インターネット１１０は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコルスー
トにおけるＴＣＰ、ＵＤＰおよび／またはＩＰなどの共通の通信プロトコルを使用する、
相互接続されたコンピュータネットワークおよびデバイスのグローバルなシステムを含ん
でもよい。ネットワーク１１２は、他のサービスプロバイダによって所有および／または
運営される、有線通信ネットワークおよび／または無線通信ネットワークを含み得る。例
えば、ネットワーク１１２は、１つまたは複数のＲＡＮに対して接続された別のＣＮを含
んでもよく、１つまたは複数のＲＡＮは、ＲＡＮ１０４／１１３と同じＲＡＴまたは異な
るＲＡＴを採用し得る。
【００２２】
　通信システム１００内のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの一
部または全部は、マルチモード能力を含み得る（例えば、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、
１０２ｃ、１０２ｄは、異なる無線リンク上で、異なる無線ネットワークと通信するため
に、複数の送受信機を含んでもよい）。例えば、図１Ａに示されるＷＴＲＵ　１０２ｃは
、セルラベースの無線技術を採用し得る基地局１１４ａ、およびＩＥＥＥ　８０２無線技
術を採用し得る基地局１１４ｂと通信するように構成されてもよい。
【００２３】
　図１Ｂは、例示的なＷＴＲＵ１０２を示すシステム図である。図１Ｂに示されるように
、ＷＴＲＵ　１０２は、特に、プロセッサ１１８、送受信機１２０、送受信要素１２２、
スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６、ディスプレイ／タッチパッド１２
８、非リムーバブルメモリ１３０、リムーバブルメモリ１３２、電源１３４、ＧＰＳチッ
プセット１３６、および／または他の周辺装置１３８を含み得る。ＷＴＲＵ１０２は、一
実施形態と一致したままで、前述の要素の任意のサブ組み合わせを含んでもよいことが認
識されるであろう。
【００２４】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッサ、デジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと関連付けられた１
つまたは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途向
け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、任
意の他のタイプの集積回路（ＩＣ）、状態機械等であってもよい。プロセッサ１１８は、
信号符号化、データ処理、電力制御、入出力処理、および／または、ＷＴＲＵ１０２が無
線環境において動作することを可能にする任意の他の機能性を実行し得る。プロセッサ１
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１８は、送受信機１２０に結合されることができ、送受信機１２０は、送受信要素１２２
に結合され得る。図１Ｂは、プロセッサ１１８および送受信機１２０を別個の構成要素と
して描いているが、プロセッサ１１８および送受信機１２０は、電子パッケージまたはチ
ップにおいて共に一体化されてもよいことが認識されるであろう。
【００２５】
　送受信要素１２２は、エアインターフェース１１６上で基地局（例えば、基地局１１４
ａ）へ信号を送信し、または基地局から信号を受信するように構成され得る。例えば、１
つの実施形態において、送受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信および／または受信するよ
うに構成されたアンテナであってもよい。一実施形態において、送受信要素１２２は、例
えば、ＩＲ信号、ＵＶ信号、または、可視光線信号を送信および／または受信するように
構成されたエミッタ／検出器であってもよい。また別の実施形態において、送受信要素１
２２は、ＲＦ信号と光信号との両方を送信および／または受信するように構成されてもよ
い。送受信要素１２２は、無線信号の任意の組み合わせを送信および／または受信するよ
うに構成され得ることが、認識されるであろう。
【００２６】
　送受信要素１２２は、図１Ｂにおいて単一の要素として描かれているが、ＷＴＲＵ１０
２は、任意の数の送受信要素１２２を含んでもよい。より具体的には、ＷＴＲＵ１０２は
、ＭＩＭＯ技術を採用してもよい。したがって、１つの実施形態において、ＷＴＲＵ１０
２は、エアインターフェース１１６上で無線信号を送信および受信するために、２つ以上
の送受信要素１２２（例えば、複数のアンテナ）を含み得る。
【００２７】
　送受信機１２０は、送受信要素１２２によって送信されるべき信号を変調し、送受信要
素１２２によって受信される信号を復調するように構成され得る。上記のように、ＷＴＲ
Ｕ１０２は、マルチモード能力を有し得る。したがって、ＷＴＲＵ１０２が、例えば、Ｎ
ＲおよびＩＥＥＥ８０２．１１などの複数のＲＡＴを介して通信することを可能にするた
めに、送受信機１２０は、複数の送受信機を含んでもよい。
【００２８】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド
１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば、液晶ディスプレイ
（ＬＣＤ）ディスプレイユニット、もしくは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレ
イユニット）に結合されてもよく、これらからユーザ入力データを受信し得る。プロセッ
サ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６、および／またはディ
スプレイ／タッチパッド１２８にユーザデータを出力することもできる。また、プロセッ
サ１１８は、非リムーバブルメモリ１３０および／またはリムーバブルメモリ１３２など
の、任意のタイプの適切なメモリの情報にアクセスし、任意のタイプの適切なメモリにデ
ータを記憶し得る。非リムーバブルメモリ１３０は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ハードディスク、
または任意の他のタイプのメモリ記憶デバイスを含んでもよい。リムーバブルメモリ１３
２は、ＳＩＭカード、メモリスティック、ＳＤメモリカード等を含んでもよい。他の実施
形態において、プロセッサ１１８は、サーバまたはホームコンピュータ（図示せず）上の
メモリなどの、ＷＴＲＵ１０２上に物理的に位置しないメモリからの情報にアクセスし、
このメモリにデータを記憶し得る。
【００２９】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受信することができ、ＷＴＲＵ１０２内の
その他の構成要素への電力を分配および／または制御するように構成され得る。電源１３
４は、ＷＴＲＵ１０２に電力供給するための任意の適切なデバイスであり得る。例えば、
電源１３４は、１つまたは複数の乾電池バッテリ（例えば、ニッケルーカドミウム（Ｎｉ
Ｃｄ）、ニッケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイオン（Ｌｉ
－ｉｏｎ）等）、太陽電池、燃料電池等を含んでもよい。
【００３０】
　プロセッサ１１８は、ＧＰＳチップセット１３６にも結合されてもよく、ＧＰＳチップ
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セット１３６は、ＷＴＲＵ１０２の現在の位置に関する位置情報（例えば、経度および緯
度）を提供するように構成され得る。ＧＰＳチップセット１３６からの情報に加えて、ま
たはＧＰＳチップセット１３６からの情報の代わりに、ＷＴＲＵ１０２は、エアインター
フェース１１６で、基地局（例えば、基地局１１４ａ、１１４ｂ）から位置情報を受信し
、および／または、２つ以上の近くの基地局から受信されている信号のタイミングに基づ
いて、その位置を決定してもよい。ＷＴＲＵ１０２は、一実施形態と一致したままで、任
意の適切な位置決定方法により位置情報を獲得し得ることが認識されるであろう。
【００３１】
　プロセッサ１１８は、他の周辺装置１３８にさらに結合されてもよく、他の周辺装置１
３８は、さらなる特徴、機能性並びに／または有線接続性および／もしくは無線接続性を
提供する、１つまたは複数のソフトウェアモジュールおよび／またはハードウェアモジュ
ールを含み得る。例えば、周辺装置１３８は、加速度計、電子コンパス、衛星送受信機、
（写真および／またはビデオのための）デジタルカメラ、ユニバーサルシリアルバス（Ｕ
ＳＢ）ポート、振動デバイス、テレビ送受信機、ハンズフリーヘッドセット、ブルートゥ
ース（登録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ）無線ユニット、デジタル音楽プレーヤ
、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュール、インターネットブラウザ、仮想
現実および／または拡張現実（ＶＲ／ＡＲ）デバイス、アクティビティトラッカー等を含
んでもよい。周辺装置１３８は、１つまたは複数のセンサを含んでもよく、センサは、ジ
ャイロスコープ、加速度計、ホール効果センサ、磁力計、向きセンサ、近接センサ、温度
センサ、時間センサ、地理的位置特定センサ、高度計、光センサ、タッチセンサ、磁力計
、バロメータ、ジェスチャセンサ、生体認証センサ、および／または湿度センサのうちの
１つまたは複数であってもよい。
【００３２】
　ＷＴＲＵ１０２は、（例えば、（例えば、送信のための）ＵＬと（例えば、受信のため
の）ダウンリンクとの両方についての特定のサブフレームに関連付けられた）信号の一部
または全部の送信および受信が並列および／または同時になり得る全二重無線を含んでも
よい。全二重無線は、プロセッサ（例えば、別個のプロセッサ（図示せず）またはプロセ
ッサ１１８を介して）を介して、ハードウェア（例えば、チョーク）または信号処理のい
ずれかを介して自己干渉を低減し、実質的に除去するための干渉管理ユニットを含み得る
。一実施形態において、ＷＲＴＵ１０２は、（例えば、（例えば、送信のための）ＵＬと
（例えば、受信のための）ダウンリンクとのいずれかについての特定のサブフレームに関
連付けられた）信号の一部または全部の送信および受信のための半二重無線を含んでもよ
い。
【００３３】
　図１Ｃは、一実施形態によるＲＡＮ１０４およびＣＮ１０６を示すシステム図である。
上記のように、ＲＡＮ１０４は、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を採用して、エアインターフェー
ス１１６上でＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信し得る。ＲＡＮ１０４は、
ＣＮ１０６とも通信し得る。
【００３４】
　ＲＡＮ１０４は、ｅノードＢ　１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃを含み得るが、ＲＡＮ１
０４は、一実施形態と一致したままで、任意の数のｅノードＢを含んでもよいことが認識
されるであろう。ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃは各々、エアインターフェー
ス１１６上でＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するために、１つまたは複数
の送受信機を含み得る。１つの実施形態において、ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６
０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実装してもよい。したがって、ｅノードＢ１６０ａは、例えば、
ＷＴＲＵ１０２ａへ無線信号を送信するために、および／またはＷＴＲＵ１０２ａから無
線信号を受信するために、複数のアンテナを使用してもよい。
【００３５】
　ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃの各々は、特定のセル（図示せず）と関連付
けられることができ、無線リソース管理決定、ハンドオーバ決定、ＵＬおよび／またはＤ



(11) JP 2020-520147 A 2020.7.2

10

20

30

40

50

Ｌにおけるユーザのスケジューリング等を取り扱うように構成され得る。図１Ｃに示され
るように、ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃは、Ｘ２インターフェース上で互い
に通信し得る。
【００３６】
　図１Ｃに示されるＣＮ１０６は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）１６２、サー
ビングゲートウェイ（ＳＧＷ）１６４、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲ
ートウェイ（またはＰＧＷ）１６６を含み得る。前述の要素の各々は、ＣＮ１０６の一部
として描かれているが、これらの要素のいずれも、ＣＮ運用者以外のエンティティによっ
て所有および／または運用されてもよいことが認識されるであろう。
【００３７】
　ＭＭＥ１６２は、Ｓ１インターフェースを介してＲＡＮ１０４内のｅノードＢ１６２ａ
、１６２ｂ、１６２ｃの各々に接続されることができ、制御ノードとしての役割を果たし
得る。例えば、ＭＭＥ１６２は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのユーザを認証
すること、ベアラアクティブ化／非アクティブ化、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２
ｃの初期アタッチ期間中に特定のサービングゲートウェイを選択すること等の責任を負っ
てもよい。ＭＭＥ１６２は、ＲＡＮ１０４と、ＧＳＭおよび／またはＷＣＤＭＡなどの他
の無線技術を採用する他のＲＡＮ（図示せず）との間で切り替えるための制御プレーン機
能を提供し得る。
【００３８】
　ＳＧＷ１６４は、Ｓ１インターフェースを介してＲＡＮ１０４内のｅノードＢ１６０ａ
、１６０ｂ、１６０ｃの各々に接続され得る。ＳＧＷ１６４は、一般に、ＷＴＲＵ１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃへ／からユーザデータパケットをルーティングし、転送し得る。
ＳＧＷ１６４は、ｅノードＢ間のハンドオーバ期間中にユーザプレーンをアンカリングす
ること、ＤＬデータがＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃについて利用可能である場
合にページングをトリガすること、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのコンテキス
トを管理および記憶すること等の他の機能を実行してもよい。
【００３９】
　ＳＧＷ１６４は、ＰＧＷ１６６に接続されることができ、ＰＧＷ１６６は、ＷＴＲＵ１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに、インターネット１１０などのパケット交換ネットワーク
へのアクセスを提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デバイスと
の間の通信を促進し得る。
【００４０】
　ＣＮ１０６は、他のネットワークとの通信を促進し得る。例えば、ＣＮ１０６は、ＷＴ
ＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに、ＰＳＴＮ１０８などの回線交換ネットワークへの
アクセスを提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと従来の陸線通信デバイス
との間の通信を促進し得る。例えば、ＣＮ１０６は、ＣＮ１０６とＰＳＴＮ１０８との間
のインターフェースとしての役割を果たすＩＰゲートウェイ（例えば、ＩＰマルチメディ
アサブシステム（ＩＭＳ）サーバ）を含んでもよく、またはＩＰゲートウェイと通信して
もよい。また、ＣＮ１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに、他のネットワ
ーク１１２へのアクセスを提供してもよく、他のネットワーク１１２は、他のサービスプ
ロバイダによって所有および／または運用される、有線ネットワークおよび／または無線
ネットワークを含み得る。
【００４１】
　ＷＴＲＵは、図１Ａ～図１Ｄにおいて無線端末として説明されているが、一定の代表的
な実施形態において、そのような端末は、通信ネットワークとの有線通信インターフェー
スを（例えば、一時的にまたは恒久的に）使用してもよいことが想定される。
【００４２】
　代表的な実施形態において、他のネットワーク１１２は、ＷＬＡＮであってもよい。
【００４３】
　インフラストラクチャベーシックサービスセット（ＢＳＳ）モードにおけるＷＬＡＮは
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、ＢＳＳのためのアクセスポイント（ＡＰ）と、ＡＰに関連付けられた１つまたは複数の
局（ＳＴＡ）とを有し得る。ＡＰは、ＢＳＳ内へのおよび／またはＢＳＳ外へのトラフィ
ックを搬送する分配システム（ＤＳ）または別のタイプの有線／無線ネットワークへのア
クセスまたはインターフェースを有し得る。ＢＳＳの外部に由来するＳＴＡへのトラフィ
ックは、ＡＰを通じて到来することができ、ＳＴＡへ配信されることができる。ＳＴＡに
由来し、ＢＳＳの外部の宛先へ向かうトラフィックは、それぞれの宛先へ配信されるよう
にＡＰへ送られ得る。ＢＳＳ内のＳＴＡ間のトラフィックは、例えば、ＡＰを通じて送ら
れてもよく、この場合、ソースＳＴＡは、ＡＰへトラフィックを送ることができ、ＡＰは
、宛先ＳＴＡへトラフィックを配信することができる。ＢＳＳ内のＳＴＡ間のトラフィッ
クは、ピアツーピアトラフィックとして考慮され、および／または称され得る。ピアツー
ピアトラフィックは、直接リンクセットアップ（ＤＬＳ）により、ソースＳＴＡと宛先Ｓ
ＴＡとの間で（例えば、直接的に）送られ得る。一定の代表的な実施形態において、ＤＬ
Ｓは、８０２．１１ｅ　ＤＬＳ、または８０２．１１ｚトンネル化ＤＬＳ（ＴＤＬＳ：tu
nneled DLS）を使用してもよい。独立ＢＳＳ（ＩＢＳＳ：Independent BSS）モードを使
用するＷＬＡＮは、ＡＰを有していなくてもよく、ＩＢＳＳ内にある、またはＩＢＳＳを
使用するＳＴＡ（例えば、ＳＴＡの全部）は、互いに直接的に通信し得る。通信のＩＢＳ
Ｓモードは、通信の「アドホック」モードと本明細書において称されることもある。
【００４４】
　８０２．１１ａｃインフラストラクチャ動作モード、または同様の動作モードを使用す
る場合、ＡＰは、一次チャネルなどの固定チャネル上でビーコンを送信し得る。一次チャ
ネルは、固定された幅（例えば、２０ＭＨｚの広帯域幅）であっても、またはシグナリン
グを介して動的に設定される幅であってもよい。一次チャネルは、ＢＳＳの運用チャネル
であってもよく、ＡＰとの接続を確立するためにＳＴＡによって使用され得る。一定の代
表的な実施形態において、搬送波感知多重アクセス／衝突回避方式（ＣＳＭＡ／ＣＡ：Ca
rrier Sense Multiple Access with Collision Avoidance）は、例えば、８０２．１１シ
ステムにおいて実装されてもよい。ＣＳＭＡ／ＣＡの場合、ＡＰを含むＳＴＡ（例えば、
あらゆるＳＴＡ）は、一次チャネルを感知し得る。一次チャネルが、特定のＳＴＡによっ
て感知され／検出され、および／または使用中であると決定された場合、特定のＳＴＡは
バックオフし（back off）得る。１つのＳＴＡ（例えば、ただ１つの局）は、所与のＢＳ
Ｓにおいて任意の所与の時間に送信しる。
【００４５】
　高スループット（ＨＴ）ＳＴＡは、例えば、４０ＭＨｚの広帯域チャネルを形成するた
めに、一次的な２０ＭＨｚのチャネルと、隣接する、または隣接しない２０ＭＨｚのチャ
ネルとの組み合わせを介して、通信のために４０ＭＨｚの広帯域チャネルを使用し得る。
【００４６】
　超高スループット（ＶＨＴ：Very High Throughput）ＳＴＡは、２０ＭＨｚ、４０ＭＨ
ｚ、８０ＭＨｚおよび／または１６０ＭＨｚの広帯域チャネルをサポートし得る。４０Ｍ
Ｈｚのチャネルおよび／または８０ＭＨｚのチャネルは、近接する２０ＭＨｚのチャネル
を組み合わせることによって形成されてもよい。１６０ＭＨｚのチャネルは、８つの近接
する２０ＭＨｚのチャネルを組み合わせることによって、または、８０＋８０構成と称さ
れ得る、２つの近接しない８０ＭＨｚのチャネルを組み合わせることによって、形成され
てもよい。８０＋８０の構成の場合、データは、チャネル符号化後に、データを２つのス
トリームに分割し得るセグメントパーサを通じて渡され得る。逆高速フーリエ変換（ＩＦ
ＦＴ）処理、および時間ドメイン処理は、各ストリーム上で別個に行われ得る。ストリー
ムは、２つの８０ＭＨｚのチャネル上へマッピングされることができ、データは、送信Ｓ
ＴＡによって送信され得る。受信ＳＴＡの受信機において、８０＋８０の構成についての
上述された動作は反対にされてもよく、組み合わされたデータは、媒体アクセス制御（Ｍ
ＡＣ）へ送られてもよい。
【００４７】
　サブ１ＧＨｚの動作モードは、８０２．１１ａｆおよび８０２．１１ａｈにおいてサポ
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ートされる。チャネル動作帯域幅、および搬送波は、８０２．１１ｎ、および８０２．１
１ａｃにおいて使用されるものに対して、８０２．１１ａｆおよび８０２．１１ａｈにお
いては削減される。８０２．１１ａｆは、テレビホワイトスペース（ＴＶＷＳ：TV White
 Space）スペクトルにおいて、５ＭＨｚ、１０ＭＨｚおよび２０ＭＨｚの帯域幅をサポー
トし、８０２．１１ａｈは、非ＴＶＷＳスペクトルを使用して、１ＭＨｚ、２ＭＨｚ、４
ＭＨｚ、８ＭＨｚ、および１６ＭＨｚの帯域幅をサポートする。代表的な一実施形態によ
れば、８０２．１１ａｈは、マクロカバレッジエリアにおいて、ＭＴＣデバイスなどの、
メータタイプ制御／機械タイプ通信（Meter Type Control/Machine-Type Communications
）をサポートしてもよい。ＭＴＣデバイスは、一定の能力、例えば、一定の帯域幅および
／または制限された帯域幅のためのサポート（例えば、一定の帯域幅および／または制限
された帯域幅のためのサポートのみ）を含む制限された能力を有してもよい。ＭＴＣデバ
イスは、（例えば、非常に長いバッテリ寿命を維持するために）閾値を超えるバッテリ寿
命を有するバッテリを含んでもよい。
【００４８】
　８０２．１１ｎ、８０２．１１ａｃ、８０２．１１ａｆ、および８０２．１１ａｈなど
の、複数のチャネルと複数のチャネル帯域幅とをサポートし得るＷＬＡＮシステムは、一
次チャネルとして指定され得るチャネルを含む。一次チャネルは、ＢＳＳ内のすべてのＳ
ＴＡによってサポートされる最大の共通動作帯域幅に等しい帯域幅を有し得る。一次チャ
ネルの帯域幅は、ＢＳＳ内で動作するすべてのＳＴＡのうちの、最小帯域幅の動作モード
をサポートするＳＴＡによって設定および／または制限され得る。８０２．１１ａｈの例
において、一次チャネルは、ＡＰ、およびＢＳＳ内の他のＳＴＡが、２ＭＨｚ、４ＭＨｚ
、８ＭＨｚ、１６ＭＨｚおよび／または他のチャネル帯域幅の動作モードをサポートする
場合であっても、１ＭＨｚのモードをサポートする（例えば、１ＭＨｚのモードのみをサ
ポートする）ＳＴＡ（例えば、ＭＴＣタイプのデバイス）に対して１ＭＨｚの幅であり得
る。搬送波感知および／またはネットワーク割り当てベクトル（ＮＡＶ：Network Alloca
tion Vector）設定は、一次チャネルの状態に依存し得る。一次チャネルが、例えば、Ａ
Ｐへ送信しているＳＴＡ（１ＭＨｚの動作モードのみをサポートする）に起因して、使用
中である場合、たとえ周波数帯域の大部分がアイドル状態のままであり、利用可能であり
得るとしても、利用可能な周波数帯域全体が使用中であると考えられ得る。
【００４９】
　米国において、８０２．１１ａｈによって使用され得る、利用可能な周波数帯域は、９
０２ＭＨｚから９２８ＭＨｚである。韓国において、利用可能な周波数帯域は、９１７．
５ＭＨｚから９２３．５ＭＨｚである。日本において、利用可能な周波数帯域は、９１６
．５ＭＨｚから９２７．５ＭＨｚである。８０２．１１ａｈについて利用可能な全帯域幅
は、国コードに応じて、６ＭＨｚから２６ＭＨｚである。
【００５０】
　図１Ｄは、一実施形態によるＲＡＮ１１３およびＣＮ１１５を示すシステム図である。
上記のように、ＲＡＮ１１３は、ＮＲ無線技術を採用して、エアインターフェース１１６
上でＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信し得る。ＲＡＮ１１３は、ＣＮ１１
５とも通信し得る。
【００５１】
　ＲＡＮ１１３は、ｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃを含み得るが、ＲＡＮ１１３は
、一実施形態と一致したままで、任意の数のｇＮＢを含んでもよいことが認識されるであ
ろう。ｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃは各々、エアインターフェース１１６上でＷ
ＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するために１つまたは複数の送受信機を含み
得る。１つの実施形態において、ｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃは、ＭＩＭＯ技術
を実装してもよい。例えば、ｇＮＢ１８０ａ、１０８ｂは、ｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、
１８０ｃへ信号を送信するために、および／またはｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃ
から信号を受信するために、ビームフォーミングを利用し得る。したがって、ｇＮＢ１８
０ａは、例えば、ＷＴＲＵ１０２ａへ無線信号を送信するために、および／またはＷＴＲ
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Ｕ１０２ａから無線信号を受信するために、複数のアンテナを使用してもよい。一実施形
態において、ｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃは、キャリアアグリゲーション技術を
実装してもよい。例えば、ｇＮＢ１８０ａは、ＷＴＲＵ１０２ａ（図示せず）へ複数のコ
ンポーネントキャリアを送信してもよい。これらのコンポーネントキャリアのサブセット
は、ライセンスされていないスペクトル上にあり得る一方で、残りのコンポーネントキャ
リアは、ライセンスされたスペクトル上にあり得る。一実施形態において、ｇＮＢ１８０
ａ、１８０ｂ、１８０ｃは、協調マルチポイント（ＣｏＭＰ：Coordinated Multi-Point
）技術を実装してもよい。例えば、ＷＴＲＵ１０２ａは、ｇＮＢ１８０ａおよびｇＮＢ１
８０ｂ（および／またはｇＮＢ１８０ｃ）から協調送信を受信してもよい。
【００５２】
　ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、拡張可能なニューメロロジー（numerology
）と関連付けられた送信を使用して、ｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃと通信し得る
。例えば、ＯＦＤＭシンボル間隔および／またはＯＦＤＭ副搬送波間隔は、異なる送信、
異なるセル、および／または無線送信スペクトルの異なる部分によって変化し得る。ＷＴ
ＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、様々な長さまたは拡張可能な長さ（例えば、種々
の数のＯＦＤＭシンボルおよび／または持続的な種々の長さの絶対時間を含む）のサブフ
レームまたは送信時間間隔（ＴＴＩｓ：transmission time intervals）を使用して、ｇ
ＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃと通信し得る。
【００５３】
　ｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃは、スタンドアロン構成および／または非スタン
ドアロン構成において、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するように構成さ
れ得る。スタンドアロン構成において、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、他の
ＲＡＮ（例えば、ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃなど）にアクセスせずに、ｇ
ＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃと通信し得る。スタンドアロン構成において、ＷＴＲ
Ｕ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、ｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃのうちの１つ
または複数をモビリティアンカーポイントとして利用してもよい。スタンドアロン構成に
おいて、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、ライセンスされていない帯域におけ
る信号を使用して、ｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃと通信し得る。非スタンドアロ
ン構成において、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、ｅノードＢ１６０ａ、１６
０ｂ、１６０ｃなどの別のＲＡＮとも通信／接続しながら、ｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、
１８０ｃと通信／接続し得る。例えば、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、ＤＣ
原理を実装して、１つまたは複数のｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃおよび１つまた
は複数のｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃと実質的に同時に通信してもよい。非
スタンドアロン構成において、ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃはＷＴＲＵ１０
２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのためのモビリティアンカーとしての役割を果たしてもよく、
ｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃは、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃにサー
ビス提供するためのさらなるカバレッジおよび／またはスループットを提供してもよい。
【００５４】
　ｇＮＢｓ　１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃの各々は、特定のセル（図示せず）と関連付
けられてもよく、無線リソース管理決定、ハンドオーバ決定、ＵＬおよび／またはＤＬに
おけるユーザのスケジューリング、ネットワークスライシングのサポート、デュアル接続
性、ＮＲとＥ－ＵＴＲＡとの間の相互作用、ユーザプレーン機能（ＵＰＦ）１８４ａ、１
８４ｂへのユーザプレーンデータのルーティング、アクセスおよびモビリティ管理機能（
ＡＭＦ：Access and Mobility Management Function）１８２ａ、１８２ｂへの制御プレ
ーン情報のルーティング等を取り扱うように構成されてもよい。図１Ｄに示されるように
、ｇＮＢ　１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃは、Ｘｎインターフェース上で互いに通信し得
る。
【００５５】
　図１Ｄに示されるＣＮ１１５は、少なくとも１つのＡＭＦ１８２ａ、１８２ｂ、少なく
とも１つのＵＰＦ　１８４ａ、１８４ｂ、少なくとも１つのセッション管理機能（ＳＭＦ
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）１８３ａ、１８３ｂ、および、場合により、データネットワーク（ＤＮ）１８５ａ、１
８５ｂを含み得る。前述の要素の各々は、ＣＮ１１５の一部として描かれているが、これ
らの要素のいずれも、ＣＮ運用者以外のエンティティによって所有および／または運用さ
れてもよいことが認識されるであろう。
【００５６】
　ＡＭＦ１８２ａ、１８２ｂは、Ｎ２インターフェースを介してＲＡＮ１１３内のｇＮＢ
１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃのうちの１つまたは複数に接続されることができ、制御ノ
ードとしての役割を果たし得る。例えば、ＡＭＦ１８２ａ、１８２ｂは、ＷＴＲＵ１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃのユーザを認証すること、ネットワークスライシングのためのサ
ポート（例えば、異なる要件を有する異なるＰＤＵセッションの取り扱い）、特定のＳＭ
Ｆ１８３ａ、１８３ｂを選択すること、登録エリアの管理、ＮＡＳシグナリングの終了、
モビリティ管理等の責任を負ってもよい。ネットワークスライシングは、ＷＴＲＵ１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃによって利用されているサービスのタイプに基づいて、ＷＴＲＵ
１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのためのＣＮサポートをカスタマイズするために、ＡＭＦ
１８２ａ、１８２ｂによって使用され得る。例えば、異なるネットワークスライスは、超
信頼度低遅延（ＵＲＬＬＣ：ultra-reliable low latency）アクセスに依拠したサービス
、エンハンストマッシブモバイルブロードバンド（ｅＭＢＢ：enhanced massive mobile 
broadband）アクセスに依拠したサービス、機械タイプ通信（ＭＴＣ）アクセスのための
サービス、および／または同様のものなどの、異なる使用事例について確立されてもよい
。ＡＭＦ１６２は、ＲＡＮ１１３と、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、ＬＴＥ－Ａ　Ｐｒｏ、および
／または、ＷｉＦｉなどの非３ＧＰＰアクセス技術などの、他の無線技術を採用する他の
ＲＡＮ（図示せず）との間の切り替えのために制御プレーン機能を提供し得る。
【００５７】
　ＳＭＦ１８３ａ、１８３ｂは、Ｎ１１インターフェースを介してＣＮ１１５内のＡＭＦ
１８２ａ、１８２ｂに接続され得る。ＳＭＦ１８３ａ、１８３ｂは、Ｎ４インターフェー
スを介してＣＮ１１５内のＵＰＦ１８４ａ、１８４ｂにも接続され得る。ＳＭＦ１８３ａ
、１８３ｂは、ＵＰＦ１８４ａ、１８４ｂを選択および制御し、ＵＰＦ１８４ａ、１８４
ｂを通じてトラフィックのルーティングを構成し得る。ＳＭＦ１８３ａ、１８３ｂは、Ｕ
ＥＩＰアドレスを管理および割り当てること、ＰＤＵセッションを管理すること、ポリシ
ー強化およびＱｏＳを制御すること、ダウンリンクデータ通知を提供する等などの、他の
機能を実行し得る。ＰＤＵセッションタイプは、ＩＰベースであっても、非ＩＰベースで
あっても、イーサネットベース等であってもよい。
【００５８】
　ＵＰＦ１８４ａ、１８４ｂは、Ｎ３インターフェースを介してＲＡＮ１１３内のｇＮＢ
１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃのうちの１つまたは複数に接続されてもよく、Ｎ３インタ
ーフェースは、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに、インターネット１１０などの
パケット交換ネットワークへのアクセスを提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０
２ｃとＩＰ対応のデバイスとの間の通信を促進し得る。ＵＰＦ１８４、１８４ｂは、パケ
ットをルーティングおよび転送すること、ユーザプレーンポリシーを強化すること、マル
チホーム（multi-homed）ＰＤＵセッションをサポートすること、ユーザプレーンＱｏＳ
を取り扱うこと、ダウンリンクパケットをバッファリングすること、モビリティアンカリ
ングを提供すること等などの、他の機能を実行してもよい。
【００５９】
　ＣＮ１１５は、他のネットワークとの通信を促進し得る。例えば、ＣＮ１１５は、ＣＮ
１１５とＰＳＴＮ１０８との間のインターフェースとしての役割を果たすＩＰゲートウェ
イ（例えば、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）サーバ）を含んでもよく、また
は、このＩＰゲートウェイと通信してもよい。また、ＣＮ１１５は、ＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃに、他のネットワーク１１２へのアクセスを提供してもよく、他のネ
ットワーク１１２は、他のサービスプロバイダによって所有および／または運用される、
他の有線ネットワークおよび／または無線ネットワークを含み得る。１つの実施形態にお
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いて、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、ＵＰＦ１８４ａ、１８４ｂへのＮ３イ
ンターフェース、およびＵＰＦ１８４ａ、１８４ｂとＤＮ１８５ａ、１８５ｂとの間のＮ
６インターフェースを介して、ＵＰＦ１８４ａ、１８４ｂを通じて、ローカルデータネッ
トワーク（ＤＮ）１８５ａ、１８５ｂに接続されてもよい。
【００６０】
　図１Ａ～図１Ｄ、および図１Ａ～図１Ｄの対応する説明を考慮して、ＷＴＲＵ１０２ａ
～ｄ、基地局１１４ａ～ｂ、ｅノードＢ１６０ａ～ｃ、ＭＭＥ１６２、ＳＧＷ１６４、Ｐ
ＧＷ１６６、ｇＮＢ１８０ａ～ｃ、ＡＭＦ１８２ａ～ｂ、ＵＰＦ１８４ａ～ｂ、ＳＭＦ１
８３ａ～ｂ、ＤＮ１８５ａ～ｂ、および／または本明細書において説明される任意の他の
デバイスのうちの１つまたは複数に関して、本明細書において説明される機能のうちの１
つ以上、または全部は、１つまたは複数のエミュレーションデバイス（図示せず）によっ
て実行され得る。エミュレーションデバイスは、本明細書において説明される機能のうち
の１つ以上、または全部をエミュレートするように構成された１つまたは複数のデバイス
であり得る。例えば、エミュレーションデバイスは、他のデバイスを試験するために、並
びに／またはネットワーク機能および／またはＷＴＲＵ機能をシミュレートするために使
用されてもよい。
【００６１】
　エミュレーションデバイスは、研究所環境において、および／または運用者ネットワー
ク環境において、他のデバイスの１つまたは複数の試験を実装するように設計され得る。
例えば、１つまたは複数のエミュレーションデバイスは、通信ネットワーク内の他のデバ
イスを試験するために、有線通信ネットワークおよび／または無線通信ネットワークの一
部として完全にまたは部分的に実装および／または展開される間に、１つもしくは複数の
機能、または全部の機能を実行してもよい。１つまたは複数のエミュレーションデバイス
は、有線通信ネットワークおよび／または無線通信ネットワークの一部として一時的に実
装／展開される間に、１つもしくは複数の機能、または全部の機能を実行してもよい。エ
ミュレーションデバイスは、試験の目的のために別のデバイスに直接的に結合されてもよ
く、および／またはＯＴＡ（over-the-air）無線通信を使用して試験を実行してもよい。
【００６２】
　１つまたは複数のエミュレーションデバイスは、有線通信ネットワークおよび／または
無線通信ネットワークの一部として実装／展開されない間に、全部の機能を含む、１つま
たは複数の機能を実行してもよい。例えば、エミュレーションデバイスは、１つまたは複
数の構成要素の試験を実装するために、試験室内、並びに／または展開されていない（例
えば、試験）有線通信ネットワークおよび／もしくは無線通信ネットワーク内の試験シナ
リオにおいて利用されてもよい。１つまたは複数のエミュレーションデバイスは、試験機
器であってもよい。直接的なＲＦ結合および／または（例えば、１つもしくは複数のアン
テナを含み得る）ＲＦ回路類を介した無線通信は、データを送信および／または受信する
ためにエミュレーションデバイスによって使用され得る。
【００６３】
　方法、装置、およびシステムが、アップリンクにおいて送信（例えば、要求）をスケジ
ューリングするために提供され得る。（例えば、送信を実行するために）シーケンスが決
定され得る。シーケンスの巡回シフトは、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）について決定
され得る。肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）は、例えば、物理アップリンク制御
チャネル（ＰＵＣＣＨ）を介して、および／または巡回シフトを使用して、シグナリング
され得る。
【００６４】
　無線通信システムにおいて、アップリンク制御情報（ＵＣＩ）は、物理層における送信
手順を促進し得る制御情報インジケータおよび／またはステータス情報インジケータを含
み得る。例えば、ＵＣＩは、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）が受信されたかどう
かを示すために使用され得るハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）肯定応答または否定
応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を含んでもよい。ＵＣＩは、チャネル品質インジケータ（ＣＱ
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Ｉ）を含んでもよく、ＣＱＩは、無線チャネルの通信品質の測定値としての役割を果たし
得る。所与のチャネルについてのＣＱＩは、通信システムによって使用される変調スキー
ムのタイプに依存し得る。
【００６５】
　ＵＣＩは、到来するダウンリンク送信またはアップリンク送信のための無線送信リソー
スを要求するための役割を果たし得るスケジューリング要求（ＳＲ：Scheduling Request
）を含み得る。ＵＣＩは、ダウンリンク送信またはアップリンク送信のためのプレコーデ
ィングマトリクスインジケータ（ＰＭＩ）および／またはランクインジケータ（ＲＩ）を
含んでもよい。ＰＭＩは、例えば、指定されたプレコーディングマトリクスを示すことに
よって、複数のデータストリーム上での通信、および物理層における信号解釈を促進する
ために使用され得る。ＲＩは、通信システムにおける空間多重化に使用され得る層の数を
示してもよく、または、ＲＩは、そのような層の最大数を示してもよい。ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）であってもよい無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）は、ネットワーク（例えば、基地局
などのネットワークエンティティ）にＵＣＩを送信して、無線通信を促進する情報を物理
層に提供し得る。
【００６６】
　新無線（ＮＲ）において、ＵＣＩは、物理ＵＬ制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）において送
信され得る。ＰＵＣＣＨは、スロットの最後に送信されるＵＬシンボルの周囲の短期間（
例えば、１つまたは２つのＯＦＤＭシンボル）において送信され得る。ＰＵＣＣＨは、複
数のＵＬシンボル（例えば、２つを超えるＯＦＤＭシンボル）にわたる長期間において送
信されてもよく、これはカバレッジを改善し得る。ＵＬ制御チャネルは、スロット内のＵ
Ｌデータチャネルと周波数分割多重化され得る。ＷＴＲＵは、ＰＵＣＣＨリソースが時間
、周波数、および、適用可能な場合には、コードドメインを含み得るＵＣＩ送信のために
、ＰＵＣＣＨリソースを割り当てられてもよい。
【００６７】
　ＮＲにおいて、ＰＵＣＣＨ（例えば、１つまたは２つのシンボルの期間を有する短いＰ
ＵＣＣＨ）における効率的なＵＬ制御情報送信のためのメカニズムが提供され得る。効率
的なＵＬ制御情報送信は、ユーザ多重化容量とブロック誤り率（ＢＬＥＲ：block error 
ratio）性能との間のトレードオフを伴い得る。ＰＵＣＣＨ（例えば、１つのシンボルま
たは２つのシンボルの期間を有する短いＰＵＣＣＨ）のための複数の（例えば、２つの）
長さが存在する場合、異なるカテゴリのＵＣＩ（例えば、ＳＲ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ等）お
よび／または参照シンボルもしくは参照信号（ＲＳ：reference signal）を多重化するた
めに、方法および装置が提供され得る。ＳＲ送信の場合において、ユーザ多重化容量を増
加させつつ、干渉が回避され得る。
【００６８】
　ＰＵＣＣＨは、ハイブリッドＡＲＱ肯定応答（ＨＡＲＱ　ＡＣＫ）もしくは否定応答（
ＨＡＲＱ　ＮＡＣＫ）、（例えば、ビームフォーミング情報を含み得る）チャネル状態情
報（ＣＳＩ）レポート、および／またはスケジューリング要求（ＳＲ）を搬送し得る物理
アップリンク制御チャネルである。アップリンク制御リソースセット（ＵＣＲＳ：Uplink
 Control Resource Set）は、周波数ドメインにおいて１つまたは複数の物理リソースブ
ロック（ＰＲＢ）を含むことができ、時間ドメインにおいて１つまたは複数の直交周波数
分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルにわたって広がり得る。ＰＵＣＣＨは、１つまたは複数Ｕ
ＣＲＳ上で送信され得る。アップリンク制御情報（ＵＣＩ）は、アップリンクにおいてＷ
ＴＲＵによってｇＮＢへ送信される制御情報ビットのセットを含み得る。
【００６９】
　一定振幅ゼロ自己相関（ＣＡＺＡＣ：Constant Amplitude Zero Auto Correlation）シ
ーケンスは、一定の振幅と０個の異相定期（巡回）自己相関とを有する周期的な複素数値
のシーケンスであってもよい。パルス位置変調（ＰＰＭ：Pulse-position modulation）
は、メッセージビットが送信パルスの位置によって符号化され得る符号化の形式であり得
る。ピーク／平均電力比（ＰＡＰＲ）は、ピーク振幅の平方が平均電力で除算されたもの
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、またはピーク電力が平均電力で除算されたものであり得る。
【００７０】
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ（例えば、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）および／またはＰＵＣＣＨ
（例えば、１つまたは２つのシンボルの期間を有する短いＰＵＣＣＨ）上のＳＲ送信が提
供され得る。シーケンスベースのＰＵＣＣＨ（例えば、短いＰＵＣＣＨ）が提供されても
よい（例えば、ＵＣＩは、シーケンスを使用してＰＵＣＣＨ上で送信されてもよい）。ア
ップリンク制御送信の場合、ＷＴＲＵは、一定の期間（例えば、１つまたは２つのシンボ
ルの短い期間）を有するＰＵＣＣＨにおいてアップリンク制御情報（ＵＣＩ）を送信して
もよい。ＷＴＲＵは、シーケンスを用いて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＳＲ等などのＵＣＩ情報
シンボルを変調し得る。シーケンスは、Ｚａｄｏｆｆ－ＣＨＵ（ＺＣ）シーケンス、ＣＡ
ＺＡＣシーケンス、および／または同様のもの（例えば、別の適切なコンピュータにより
生成されたシーケンスもしくはＣＧＳ）であってもよい。ＵＣＩ情報シンボルは、１ビッ
トのＢＰＳＫ、または２ビットのＱＰＳＫシンボルを含み得る。シーケンス（例えば、Ｃ
ＡＺＡＣシーケンス）の異なる巡回シフト（例えば、巡回時間シフト）は、ＵＣＩ（例え
ば、ＵＣＩ情報の１ビットまたは２ビット）をシグナリングする（例えば、送信する）た
めに使用され得る。これらのシナリオの例は、本明細書において開示されている。
【００７１】
　図２は、肯定／否定応答（例えば、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）の２ビットまたはＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫの１ビットおよびＳＲの１ビットをシグナリングするためのシーケンス（
例えば、ＣＡＺＡＣシーケンス）の４つの巡回シフトを使用する例示的な図を示す。例え
ば、図２は、表１に示されるように、肯定／否定応答（例えば、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ）の２ビットまたはＡＣＫ／ＮＡＣＫの１ビットおよびＳＲの１ビットをシグナリン
グするための同じベースＣＡＺＡＣシーケンスの４つの巡回シフトをＷＴＲＵがどのよう
に採用し得るかを示し得る。図２に示されるように、（例えば、長さ１２のシーケンスに
基づいて）１２個の考え得る巡回シフトが存在し得る。巡回シフトは、同じ時間周波数Ｐ
ＵＣＣＨ（例えば、短いＰＵＣＣＨ）リソース上に多重化され得る、異なるＷＴＲＵにつ
いて構成され得る。異なるシーケンスは、例えば、互いに離れて（例えば、互いに最も遠
くに離れて）同じユーザに割り当てられ得る巡回シフトを離間させることによって、周波
数選択的なチャネルが存在する状態で受信機において分離可能であり得る。例えば、大き
い円形分離（例えば、できるだけ大きい円形分離）を有し得る巡回シフトが、同じユーザ
に対して割り当てられてもよい。これは、例えば、ユーザについてのＡＣＫ／ＮＡＣＫ検
出の誤り率を改善し得る。複数のＳＲビットが送信され得る場合、複数のＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋビットが、複数のＳＲビットに対して適用され得る。
【００７２】
【表１】

【００７３】
　表１に示されるように、ＷＴＲＵは、このＷＴＲＵが、送信するべき２ビットのＨＡＲ
Ｑ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫまたは１ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、並びに１ビットの
ＳＲを有すると決定し得る。ＷＴＲＵは、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／またはＳ
Ｒを送信するために使用され得るシーケンスが１２の長さを有するとさらに決定してもよ
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い（例えば、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／またはＳＲを送信するためにＷＴＲＵ
にとって利用可能な合計１２の巡回シフトが存在し得る）。ＷＴＲＵは、ＨＡＲＱ　ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫおよび／またはＳＲの値に基づいて、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／
またはＳＲを送信するためのシーケンスの異なる巡回シフトを選択し得る。巡回シフトが
、可能な限り最大限に（例えば、少なくともシーケンスの長さの４分の１、またはシーケ
ンスと関連付けられた巡回シフトの総数の４分の１だけ）互いに異なるように、ＷＴＲＵ
は巡回シフトを選択し得る。例えば、シーケンスが、１２の長さを有する場合、ＷＴＲＵ
は、巡回シフト１、４、７、および１０を使用して、それぞれ（０，０）、（１，０）、
（１，１）、および（０，１）の２ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値を送信しても
よい。ＷＴＲＵは、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／またはＳＲを送信するために、
どの巡回シフトが使用されるべきかに関して、ネットワークエンティティから構成を受信
してもよい。異なるＷＴＲＵは、例えば、ＷＴＲＵ間の干渉の可能性を低減するために、
異なる巡回シフトを使用して、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＡＣＫを送信し得る。例えば、第１の
ＷＴＲＵは、４つの２ビットのＨＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫ値をそれぞれ送信するために
巡回シフト（１、４、７、１０）を使用するように構成されてもよく、一方で、第２のＷ
ＴＲＵは、４つの２ビットのＨＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫ値を送信するために巡回シフト
（２、５、８、１１）を使用するように構成されてもよい。例において（例えば、長さ１
２の共通のシーケンスが使用される場合）、３つのＷＴＲＵ（例えば、ユーザ）が、同じ
時間周波数ＰＵＣＣＨリソース上で多重化されてもよい。
【００７４】
　図３は、シーケンスの２つの巡回シフトを使用する、１ビットのＡＣＫ／ＮＡＣＫおよ
び／またはＳＲ送信を示す例示的な図である。例えば、図３に示されるように、ＷＴＲＵ
は、表２Ａに示されるような、肯定／否定応答（例えば、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）
またはＳＲの１ビットをシグナリングするために、ＣＡＺＡＣシーケンスの２つの巡回シ
フトを採用し得る。大きい円形分離を有する巡回シフトは、例えば、受信機における検出
の確率を増加させるために、ユーザに対して使用されてもよい。例えば、取り得る最大の
大きい円形分離を有する巡回シフトが、同じユーザに対して使用されて、受信機における
検出の確率を最大化し得る。ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫが、情報の１ビットを含む場合
、シーケンスの２つの巡回シフトは、シーケンスの長さの半分だけ（例えば、ＰＵＣＣＨ
を含み得る割り当てＲＢ内の利用可能な巡回シフトの総数の半分だけ）分離され得る。１
２個の巡回シフトが、ＰＲＢ内で利用可能である場合、最大６人までのユーザが、１つの
ＰＲＢに広がるＰＵＣＣＨ（例えば、短いＰＵＣＣＨ）においてサポートされ得る。最大
１２人までのユーザが、２つのＰＲＢに広がるＰＵＣＣＨ（例えば、短いＰＵＣＣＨ）に
おいてサポートされてもよい。ＤＴＸシグナリングがなくてもよい場合、ＮＡＣＫは、Ｄ
ＴＸとして解釈されてもよい。
【００７５】
【表２】

【００７６】
　表２Ａに示されるように、ＷＴＲＵは、このＷＴＲＵが送信するべき１ビットのＨＡＲ
Ｑ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫまたは１ビットのＳＲを有すると決定してもよい。ＷＴＲＵは、Ｈ
ＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／またはＳＲを送信するために使用され得るシーケンス
が、１２の長さを有するとさらに決定し得る（例えば、シーケンスと関連付けられた合計
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１２個の巡回シフトが存在し得る）。ＷＴＲＵは、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／
またはＳＲの値に基づいて、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／またはＳＲを送信する
ために異なる巡回シフトを選択し得る。巡回シフトが、可能な限り最大限に（例えば、シ
ーケンスの長さの半分、またはシーケンスと関連付けられた巡回シフトの総数の半分だけ
）互いに異なるように、ＷＴＲＵは、巡回シフトを選択し得る。例えば、１２個の利用可
能な巡回シフトが存在する場合、ＷＴＲＵは、巡回シフト１および７、２および８、３お
よび９、および／または同様のものを使用して、ＨＡＲＱ　ＮＡＣＫおよびＨＡＲＱ　Ａ
ＣＫをそれぞれ送信してもよい。ＷＴＲＵは、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／また
はＳＲを送信するために、どの巡回シフトが使用されるべきかに関して、ネットワークエ
ンティティから構成を受信してもよい。異なるＷＴＲＵは、例えば、ＷＴＲＵ間の干渉の
可能性を低減するために、異なる巡回シフトを使用して、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＡＣＫを送
信し得る。例えば、第１のＷＴＲＵは、２つの１ビットのＨＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫ値
をそれぞれ送信するために巡回シフト（１，７）を使用するように構成されてもよく、一
方で、第２のＷＴＲＵは、２つの１ビットのＨＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫ値を送信するた
めに巡回シフト（２，８）を使用するように構成されていてもよい。例において（例えば
、長さ１２の共通のシーケンスが使用される場合）、６つのＷＴＲＵ（例えば、ユーザ）
は、同じ時間周波数ＰＵＣＣＨリソース上で多重化されてもよい。
【００７７】
　ＳＲ送信について、ＷＴＲＵは、シーケンスの巡回シフトを使用して、ＵＬ割り当ての
ための要求を送信してもよく、ＵＬ割り当てを要求しない場合、その割り当てられたシー
ケンス上で送信することを差し控えてもよい（例えば、何も送信しない）。ＵＬスケジュ
ーリングのための要求が存在しない状態において送信を差し控えること（例えば、何も送
信しないこと）によって、ＷＴＲＵは、システム内で他のユーザに干渉を引き起こすこと
を回避し得る。このアプローチは、ＰＵＣＣＨ（例えば、短いＰＵＣＣＨ）上でのＳＲ送
信のためにＲＢ上で多重化され得るユーザの数を増加させ得る。例えば、チャネルの周波
数選択性に応じて、１２人のユーザが多重化されてもよい。
【００７８】
　アップリンクチャネル（例えば、ＰＵＣＣＨ）が非常に周波数選択的である場合、スケ
ジューラは、隣接する巡回シフトを異なるユーザに割り当てることを回避し得る。例えば
、図３において説明されるシナリオにおいては、奇数の巡回シフトが割り当てられてもよ
く、偶数の巡回シフトは使用されなくてもよく、または、この逆もまた同様である。同じ
時間周波数ＰＵＣＣＨリソース上で多重化され得るユーザの数は、半分に低減されてもよ
い。
【００７９】
　ＰＵＣＣＨ（例えば、短いＰＵＣＣＨ）においてサポートされ得る巡回シフトに対応す
るＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／またはＳＲリソースの数は、
【００８０】
【数１】

【００８１】
　として表され得る。チャネルの周波数選択性に応じて、巡回シフトのいくつかは、例え
ば、パラメータ
【００８２】

【数２】

【００８３】
　によって実現され得るサブセット制限を使用して、リソースのプールから排除され得る
。次いで、
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【００８４】
【数３】

【００８５】
　であり、ただし、
【００８６】

【数４】

【００８７】
　は、ＰＵＣＣＨを含み得るＲＢの数であり得る。
【００８８】
　図３に示される例において
【００８９】

【数５】

【００９０】
および
【００９１】

【数６】

【００９２】
　は、１に等しくてもよく、これは、
【００９３】
【数７】

【００９４】
　をもたらし得る。
【００９５】
【数８】

【００９６】
　は、巡回シフトがシステムにおいて使用されてもよく、サブセット制限が存在しなくて
もよいことを示唆し得る。
【００９７】
　ＷＴＲＵは、受信されたＰＵＣＣＨパラメータ（例えば、
【００９８】
【数９】

【００９９】
　などの短いＰＵＣＣＨインデックス）から、ＷＴＲＵがＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／また
はＳＲを送信し得るリソース（例えば、シーケンスの巡回時間シフト）を導出し得る。Ｐ
ＵＣＣＨパラメータは、より高位の層から（例えば、ネットワークエンティティから）受
信されてもよく、または（例えば、ＮＲ－ＰＤＣＣＨにおいて）ダウンリンク制御情報の
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領域、またはＵＬシグナリングのためにＷＴＲＵに対して割り当てられ得る巡回シフトの
うちの少なくとも１つ（例えば、両方）を示し得る。ＰＵＣＣＨ領域は、ＲＢの数の観点
においてＰＵＣＣＨ送信のための最小の割り当てなど、ＰＵＣＣＨ送信のための割り当て
から構成され得る。ＷＴＲＵは、インデックス
【０１００】
【数１０】

【０１０１】
　を用いて、ＵＬシグナリングのために使用されるＰＵＣＣＨ領域ＸmをＲＢのセットと
して導出することができ、ただし、ｍは、全体的なＰＵＣＣＨリソースプール内のＰＵＣ
ＣＨ領域に対するインデックスを表し、下記に示されるように導出され得る。
【０１０２】

【数１１】

【０１０３】
　ただし、ＮRBは、ＰＵＣＣＨ領域が開始するＲＢインデックスであり得る。
【０１０４】
　図４Ａは、様々な値のｍについてのＰＵＣＣＨ（例えば、１つまたは２つのシンボルの
期間を有する短いＰＵＣＣＨ）のための例示的な領域を示し得る図である。例えば、図４
Ａは、２つのＲＢに広がり得る３つのＰＵＣＣＨ領域を示し得る。（例えば、複数のＰＵ
ＣＣＨが、スロットにおいて時分割多重化され（ＴＤＭ）得る）例において、ＷＴＲＵは
、ＲＢインデックスのセットの観点において周波数ドメイン内のＰＵＣＣＨ領域を導出す
ることに加えて、スロット内のＯＦＤＭシンボルインデックスのセットの観点において時
間ドメイン内の割り当てられたＰＵＣＣＨ領域を導出してもよい。
【０１０５】
　ＷＴＲＵは、
【０１０６】

【数１２】

【０１０７】
　に従って、ＷＴＲＵが識別した可能性があるＰＵＣＣＨ領域Ｘｍ内の１ビットのＡＣＫ
／ＮＡＣＫ／ＤＴＸおよび／またはＳＲ送信についての２つの巡回シフトの割り当てられ
た組み合わせを導出し得る。
【０１０８】
　２ビットのＵＣＩシグナリングにおいて、ＷＴＲＵは、
【０１０９】
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【数１３】

【０１１０】
　に従って、ＷＴＲＵが識別した可能性があるＰＵＣＣＨ領域Ｘｍ内の２ビットのＡＣＫ
／ＮＡＣＫおよび／またはＳＲ送信についての４つの巡回シフトの割り当てられた組み合
わせを導出し得る。
【０１１１】
　ＷＴＲＵにＰＵＣＣＨパラメータ（例えば、インデックス
【０１１２】
【数１４】

【０１１３】
）を割り当てる際、ネットワーク（例えば、ｇＮＢ）は、巡回シフトの結果として生じる
セットが、別のＷＴＲＵに割り当てられ得るセットと重複しないことを確保し得る。
【０１１４】
　ＰＵＣＣＨ（例えば、１つのシンボル期間を有する短いＰＵＣＣＨ）上でのＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ／ＳＲ多重化が使用されてもよい。ＷＴＲＵは、予め構成されたＰＵＣＣＨリソー
ス（例えば、短いＰＵＣＣＨ）において、ＨＡＲＱ肯定応答／ＨＡＲＱ否定応答（例えば
、ＨＡＲＱ－ＡＣＫもしくはＨＡＲＱ－ＮＡＣＫ）および／またはスケジューリング要求
（ＳＲ）を送り得る。どのようにＨＡＲＱ肯定応答を送るかの決定は、基本シーケンスの
巡回シフトをＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＨＡＲＱ－ＮＡＣＫおよび／またはＳＲに対して、どの
くらい効率的におよびロバストに割り当てるかを考慮し得る。ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、本明
細書において、表記を簡単にするために、別段の記述がない限り、または文脈から示され
ない限り、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＨＡＲＱ－ＮＡＣＫを含めて使用される。ＳＲ、肯定的な
ＳＲ（positive SR）、およびＳＲ＝１は、互換的に使用される。ＳＲなし、否定的なＳ
Ｒ（negative SR）、およびＳＲ＝０は、互換的に使用される。
【０１１５】
　ＷＴＲＵは、基本のコンピュータ生成シーケンス（ＣＧＳ：computer generated seque
nce）の２つの巡回シフトを採用して、第１の構成された（例えば、予め構成された）Ｒ
Ｂ上のＡＣＫ／ＮＡＣＫを示し得る（例えば、ＷＴＲＵがスケジューリング要求を有しな
い場合）。ＷＴＲＵがスケジューリング要求を有する場合（例えば、ＷＴＲＵがスケジュ
ーリング要求を有する場合のみ）、ＷＴＲＵは、第２の構成されたＲＢ上の基本ＣＧＳの
１つの巡回シフトを採用し得る。例えば、ＷＴＲＵの第１のセットからのＷＴＲＵは、第
１のＲＢ上の基本ＣＧＳの巡回シフトのペアを採用して、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送ってもよ
く、ＷＴＲＵの第２のセットからのＷＴＲＵは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送るために、第２の
ＲＢ上の同じ基本ＣＧＳまたは異なる基本ＣＧＳの巡回シフトのペアを採用してもよい。
ＷＴＲＵがスケジューリング要求を有する場合（例えば、ＷＴＲＵがスケジューリング要
求を有する場合のみ）、ＷＴＲＵの第１または第２のセットからのＷＴＲＵは、第３のＲ
Ｂ上の同じ基本ＣＧＳまたは異なる基本ＣＧＳの巡回シフトを採用してもよい。ＷＴＲＵ
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がスケジューリング要求を有しない場合、ＷＴＲＵは、第３のＲＢ上で送信することを許
可されず（例えば、ＷＴＲＵは、何も送ることを許可されないことがある）、並びに／ま
たは、第１もしくは第２のＲＢ上でのその送信電力を（例えば、その総送信電力が、ＷＴ
ＲＵが第１の（もしくは第２のＲＢ）および第３のＲＢ上でその関連付けられた巡回シフ
トシーケンスを送信する状況以下になるように）（例えば、３ｄＢだけ）増加させ得る。
【０１１６】
　ＳＲ表示（indication）は、黙示的に提供されることができ、この場合において、ＷＴ
ＲＵは、（例えば、２つの構成されたＲＢのうちの１つ上のＡＣＫ／ＮＡＣＫを示すため
に）基本ＣＧＳの２つの巡回シフトを採用し得る。ＷＴＲＵがシーケンスを配置するため
に使用するＲＢは、２つの構成されたＲＢのうちの１つであり得る。例えば、第１のＲＢ
が使用される場合、ＷＴＲＵは、スケジューリング要求が存在しないこと（例えば、ＳＲ
＝０）を示してもよく、第２のＲＢが使用される場合、ＷＴＲＵは、スケジューリング要
求を有すること（例えば、ＳＲ＝１）を示してもよい。スケジューリング要求についての
表示は、黙示的であってもよい。ブロックごとにＡＣＫ／ＮＡＣＫが存在してもよく、Ｗ
ＴＲＵは、基本ＣＧＳの４つの巡回シフトを採用して、２つの構成されたＲＢのうちの１
つ上のＡＣＫ／ＮＡＣＫを示してもよい（例えば、ＷＴＲＵは、２つのトランスポートブ
ロックについてのＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送ってもよい）。４つのシーケンスの各
シーケンスは、（ＡＣＫ、ＡＣＫ）、（ＡＣＫ、ＮＡＣＫ）、（ＮＡＣＫ、ＡＣＫ）、ま
たは（ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ）を示し得る。下記の説明は、少なくとも、ＷＴＲＵが１つま
たは２つのトランスポートブロックについてのＡＣＫ／ＮＡＣＫを送る場合に適用可能で
あり得る。
【０１１７】
　図４Ｂは、１つまたは複数のトランスポートブロックについてのＡＣＫ／ＮＡＣＫを送
るＷＴＲＵの例を示す。この例において、ＷＴＲＵがスケジューリング要求を有しない場
合、ＷＴＲＵは、その予め割り当てられたシーケンスのうちの第１のシーケンスを第１の
ＲＢに配置し、ＷＴＲＵがスケジューリング要求を有する場合、その予め割り当てられた
シーケンスのうちの第２のシーケンスを第２のＲＢに配置し得る。
【０１１８】
　ＷＴＲＵがシーケンス（例えば、２つの巡回シフトシーケンスのうちのどちらか）を配
置するために採用し得る、先験的に知られているＲＢは、下記の手法のうちの１つまたは
複数においてＷＴＲＵへ通信され得る。ＷＴＲＵは、ネットワーク（例えば、ｇＮＢ）か
ら２つの識別子を受信することができ、ただし、各識別子は、ＲＢの位置（例えば、時間
および副搬送波インデックス）を一意に識別し得る。ＷＴＲＵは、第１のＲＢの位置を識
別する、１つの識別子を受信し得る。ＷＴＲＵは、一定のパターン（例えば、既知のパタ
ーン、または予め構成されたパターン）を使用して、第１のＲＢの位置から第２のＲＢの
位置を決定し得る。例えば、第２のＲＢの位置は、近接するＲＢ割り当てにおける隣接す
るＲＢであってもよく、または、第２のＲＢの位置は、時間および／もしくは副搬送波空
間において、既知の（例えば、予め構成された）シフトを伴うＲＢ（例えば、近接しない
ＲＢ）であってもよい。副搬送波ドメイン（例えば、周波数）におけるシフトは、第１の
ＲＢと第２のＲＢとの間で相関しない周波数応答、または相関性が低い周波数応答を有す
るために、閾値（例えば、予め構成された数）よりも大きくすることができる。
【０１１９】
　黙示的なＳＲ表示の場合、第１のＲＢおよび第２のＲＢの選択は、複数の（例えば、全
部の）ＷＴＲＵにわたって同じではなくてもよい。例えば、その巡回シフトシーケンスが
、同じ基本シーケンスから導出されるＷＴＲＵは、ＲＢの同じペアにおいて動作するよう
にグループ化されてもよい。基本シーケンスの利用可能な巡回シフトのサブセットは、Ｗ
ＴＲＵのグループに対して割り当てられ得る。例えば、基本シーケンスが長さ１２である
場合、１２個の巡回シフトシーケンス（０巡回シフトを含む）が導出されることができ、
巡回シフトの各ペアは、６つのＷＴＲＵのグループのうちの１つのＷＴＲＵに対して割り
当てられてもよい。例えば、ＷＴＲＵのグループからの１つまたは複数の（例えば、全部
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の）ＷＴＲＵは、この１つまたは複数のＷＴＲＵがスケジューリング要求を有する場合、
ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送るために第２のＲＢを使用してもよく、そうでない場合、それらは
、第１のＲＢを使用してもよい。別の例において、ＷＴＲＵのグループの第１の部分は、
ＷＴＲＵの第１の部分がスケジューリング要求を有する場合、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送るた
めに第２のＲＢを使用してもよく、そうでない場合、第１のＲＢを使用してもよい。ＷＴ
ＲＵの第２の部分（例えば、ＷＴＲＵの残りの部分）は、ＷＴＲＵの第２の部分がスケジ
ューリング要求を有する場合、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送るために第１のＲＢを使用してもよ
く、そうでない場合、第２のＲＢを使用してもよい。例えば、上記に示された部分は、Ｗ
ＴＲＵのグループの半分（例えば、６つのうちの３つのＷＴＲＵ）であってもよく、また
は三分の一（例えば、６つのＷＴＲＵのうちの２つ）であってもよい。ＷＴＲＵのグルー
プの一部に対する第１のＲＢおよび第２のＲＢの割り当ては、（例えば、どのスロットに
ＲＢが属するかに応じて）変化してもよい。
【０１２０】
　図４Ｃは、１つまたは複数のトランスポートブロックについてのＡＣＫ／ＮＡＣＫを送
る２つのＷＴＲＵの例を描く。この例において、第１のＷＴＲＵ（例えば、ＷＴＲＵ１）
は、第１のＷＴＲＵがスケジューリング要求を有しない場合、その割り当てられた（例え
ば、予め構成された）シーケンスのうちの第１のシーケンスを第１のＲＢに配置してもよ
く、第１のＷＴＲＵがスケジューリング要求を有する場合、その割り当てられたシーケン
スのうちの第２のシーケンスを第２のＲＢに配置してもよい。第２のＷＴＲＵ（例えば、
ＷＴＲＵ２）は、第２のＷＴＲＵがスケジューリング要求を有する場合、その割り当てら
れたシーケンスのうちの第１のシーケンスを第１のＲＢに配置してもよく、第２のＷＴＲ
Ｕがスケジューリング要求を有しない場合、その割り当てられたシーケンスのうちの第２
のシーケンスを第２のＲＢに配置してもよい。
【０１２１】
　ＳＲ表示は、明示的に提供されてもよく、この場合において、ＷＴＲＵは、同じ基本の
コンピュータ生成シーケンス（ＣＧＳ）の４つの巡回シフトを採用して、ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋを示してもよく、シーケンスの割り当てにおいて、１つまたは複数の制限を有してもよ
い。４つのシーケンスのうちの１つまたは複数（例えば、４つのシーケンスの各々）は、
ＡＣＫまたはＮＡＣＫを示すために使用され得る。スケジューリング要求があるか否かに
応じて、４つのシーケンスのうちの１つ（例えば、１つだけ）が送信され得る。シーケン
スは、以下の４つの場合、すなわち、（ＡＣＫ，ＳＲ＝０）、（ＮＡＣＫ，ＳＲ＝０）、
（ＡＣＫ，ＳＲ＝１）、または（ＮＡＣＫ，ＳＲ＝１）のうちの１つを示すために割り当
てられ得る。基本シーケンスの巡回シフトは、設計基準に従って、４つの場合の各々に対
して割り当てられ得る。
【０１２２】
　基準は、（例えば、その巡回シフトシーケンスが互いに隣接し得る）ＷＴＲＵ間の（例
えば、シーケンスを復号する間のチャネル欠陥に起因する）潜在的な干渉を最小化するた
めのものであり得る。例えば、基本シーケンスの４つの巡回シフト１、２、３および４を
考慮する。どの巡回シフトを使用するかを決定する場合、下記の要因のうちの１つまたは
複数が考慮に入れられ得る。第１に、ＵＬトラフィックの量は、（例えば、マルチプルフ
ォールド（multiple folds）だけ）ダウンリンクトラフィック未満であり得る。これは、
ＳＲ＝１（例えば、ＵＬトラフィックを有する）の確率が、（例えば、マルチプルフォー
ルドだけ）ＳＲ＝０の確率未満であり得ることを示し得る。第２に、隣接する巡回シフト
シーケンスは、（例えば、チャネル欠陥に起因して）互いにより多くの干渉を有し得る。
下記の割り当てが使用され得る：
【０１２３】
【数１５】

【０１２４】
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【数１６】

【０１２５】
【数１７】

【０１２６】
および
【０１２７】
【数１８】

【０１２８】
　ただし、ＣＳは、基本シーケンスからの巡回シフトを示すことができ、
【０１２９】

【数１９】

【０１３０】
　である。例えば、無視可能な周波数選択性の場合、
【０１３１】

【数２０】

【０１３２】
　であり、ＣＳ＝０、１、２、３が使用されてもよい。中程度の周波数選択性の場合、
【０１３３】

【数２１】

【０１３４】
　であり、ＣＳ＝０、２、４、６が使用されてもよい。ＳＲ＝１が、ＳＲ＝０よりも非常
に小さい確率を有する場合、２つのＷＴＲＵが（例えば、同じＲＢにおいてそれらのシー
ケンスを送る場合）、互いに隣接するそれらのシーケンスのグループを有し、ＷＴＲＵが
、隣接する巡回シフトを有する２つのシーケンスを送る可能性は小さくなるであろう。Ｗ
ＴＲＵが互いに干渉する可能性も小さくなり得る（例えば、ｇＮＢがＷＴＲＵの対応する
シーケンスを復号する場合）。
【０１３５】
　ＷＴＲＵ１およびＷＴＲＵ２に対する基本シーケンスの巡回シフトの下記のマッピング
は、下記を使用し得る。
【０１３６】
　ＷＴＲＵ１： 
【０１３７】

【数２２】

【０１３８】



(27) JP 2020-520147 A 2020.7.2

10

20

30

40

50

【数２３】

【０１３９】
【数２４】

【０１４０】
および
【０１４１】
【数２５】

【０１４２】
　ＷＴＲＵ２：
【０１４３】

【数２６】

【０１４４】
【数２７】

【０１４５】
【数２８】

【０１４６】
および
【０１４７】

【数２９】

【０１４８】
　巡回シフトは、基本シーケンスを用いて巡回シフトの相対差を示し得る。ＳＲ＝０が、
ＳＲ＝１よりも（例えば、マルチプルフォールドだけ）高い確率を有すると考えると、Ｗ
ＴＲＵ１は、
【０１４９】

【数３０】

【０１５０】
　または
【０１５１】

【数３１】

【０１５２】
　（例えば、大抵の場合）を送り得、ＷＴＲＵ２は
【０１５３】
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【数３２】

【０１５４】
　または
【０１５５】
【数３３】

【０１５６】
　（例えば、大抵の場合）を送り得、これは、受信されるシーケンスの巡回シフトが隣接
せず、遠く離れているので、シーケンス間でのより少ない干渉をもたらし得る。ＷＴＲＵ
のうちの１つが、ＳＲ＝１を有する場合、受信されるシーケンスの巡回シフトは隣接しな
いことがあり得る。両方のＷＴＲＵが、ＳＲ＝１を有する場合、受信されるシーケンスの
隣接する巡回シフトが存在し得る。巡回シフトの割り当てを選択することは、ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫおよびＳＲのロバストな表示という結果をもたらすことができる。
【０１５７】
　基準は、（例えば、同じＷＴＲＵの複数の巡回シフトシーケンス内の）シーケンスを復
号する間のチャネル欠陥に起因して、潜在的な干渉を最小化し得る。例えば、基本シーケ
ンスの４つの巡回シフト１、２、３および４を考慮する。シーケンスの隣接する巡回シフ
トは、（例えば、チャネル欠陥に起因して）互いにより多くの干渉を有し得るので、以下
の割り当てが使用され得る：
【０１５８】

【数３４】

【０１５９】
【数３５】

【０１６０】
【数３６】

【０１６１】
および
【０１６２】

【数３７】

【０１６３】
　ただし、ＣＳは、基本シーケンスからの巡回シフトを示す。割り当ては、１つのものに
対して割り当てられたシーケンスを別のものに対して割り当てられたものと誤検出する可
能性がより低くなるように、ＡＣＫおよびＮＡＣＫに対して、より遠くに離れたシーケン
スを割り当て得る。
【０１６４】
　ＷＴＲＵ１およびＷＴＲＵ２に対する基本シーケンスの巡回シフトの下記のマッピング
が使用され得る。
【０１６５】
　ＷＴＲＵ１：
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【０１６６】
【数３８】

【０１６７】
【数３９】

【０１６８】
【数４０】

【０１６９】
および
【０１７０】

【数４１】

【０１７１】
　ＷＴＲＵ２：
【０１７２】

【数４２】

【０１７３】
【数４３】

【０１７４】
【数４４】

【０１７５】
および
【０１７６】
【数４５】

【０１７７】
　巡回シフトは、基本シーケンスを用いて巡回シフトの相対差を示し得る。ＷＴＲＵは、
（例えば、同じ）基本のコンピュータ生成シーケンス（ＣＧＳ）の３つの巡回シフトを採
用して、ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよびスケジューリング要求（ＳＲ）を共同で示し得る。３つ
のシーケンスの各々は、ＡＣＫもしくはＮＡＣＫのいずれか、および／またはスケジュー
リング要求があるかどうかを示すために使用され得る。シーケンスは、ＡＣＫおよびＳＲ
の以下の３つの状態の各々に対して割り当てられ得る：（ＡＣＫ，ＳＲ＝０）、（ＡＣＫ
，ＳＲ＝１）、および（ＮＡＣＫ，ＳＲ＝１）。シーケンスは、（ＮＡＣＫ、ＳＲ＝０）
の場合に対しては割り当てられなくてもよく、この場合において、ｇＮＢのアクションは
、あたかもそれがシーケンスを受信するべきであるかのように類似し得る（例えば、ほと
んど同じであり得る）（例えば、ｇＮＢは、トランスポートブロックの再送信を実行し、
ＷＴＲＵについてのアップリンクリソースを割り当て得る（例えば、ＳＲは０に等しいか
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もしれず、スケジューリング要求が存在しないことを示すので））。
【０１７８】
　３つの連続する（隣接する）巡回シフト間のマッピング、並びに、そのシーケンスが連
続的な巡回シフトを有する２つのＷＴＲＵについてのＡＣＫおよびＳＲの上述された３つ
の状態は、下記の通りであり得る。
【０１７９】
　ＷＴＲＵ１：
【０１８０】
【数４６】

【０１８１】
　ＷＴＲＵ２：
【０１８２】

【数４７】

【０１８３】
　巡回シフトは、基本シーケンスを用いて巡回シフトの相対差を示し得る。このマッピン
グは、ＷＴＲＵ１の
【０１８４】

【数４８】

【０１８５】
を用いてシーケンスを復号しようとｇＮＢが試みる場合、ＷＴＲＵ２のシーケンス
【０１８６】
【数４９】

【０１８７】
を用いた検出誤りの可能性がより低くなることを確実にし得る。このマッピングは、ある
ＷＴＲＵのシーケンスを別のＷＴＲＵのシーケンスとして検出する可能性を低減し得る。
ｇＮＢが、ＷＴＲＵ１の
【０１８８】
【数５０】

【０１８９】
を用いてシーケンスを復号しようと試みる場合、最小の発生確率を有し得る、同じＷＴＲ
Ｕについての（例えば、ＮＡＣＫおよびＳＲ＝１の場合の）シーケンス
【０１９０】
【数５１】

【０１９１】
を用いた検出誤りの可能性がより低くなり得る。
【０１９２】
　３つの連続する（隣接する）巡回シフト間のマッピング、並びに、そのシーケンスが連
続的な巡回シフトを有する２つのＷＴＲＵについてのＡＣＫおよびＳＲの上述された３つ
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の状態は、下記の通りであり得る。
【０１９３】
　ＷＴＲＵ１：
【０１９４】
【数５２】

【０１９５】
　ＷＴＲＵ２：
【０１９６】
【数５３】

【０１９７】
　巡回シフトは、基本シーケンスを用いて巡回シフトの相対差を示し得る。このマッピン
グは、ｇＮＢが、ＷＴＲＵ１の
【０１９８】

【数５４】

【０１９９】
を用いてシーケンスを復号しようと試みる場合に、ＷＴＲＵ２のシーケンス
【０２００】

【数５５】

【０２０１】
を用いた検出誤りの可能性がより低くなることを確実にし得る。このマッピングは、ある
ＷＴＲＵのシーケンスを別のＷＴＲＵのシーケンスとして検出する可能性を低減し得る。
また、ｇＮＢが、ＷＴＲＵ１の
【０２０２】

【数５６】

【０２０３】
を用いてシーケンスを復号しようと試みる場合、（ＡＣＫ，ＳＲ＝０）の次に高い発生の
可能性を有し得る、同じＷＴＲＵの（例えば、ＡＣＫおよびＳＲ＝１の場合の）シーケン
ス
【０２０４】

【数５７】

【０２０５】
を用いた検出誤りの可能性はより低くなる。
【０２０６】
　ＷＴＲＵは、（例えば、ＷＴＲＵが、トランスポートブロックのうちの１つを、その他
のトランスポートブロックとは独立して成功裡に復号し得る場合）トランスポートブロッ
クのペアについてのＡＣＫ／ＮＡＣＫのペアを送信することができ、（ＡＣＫ、ＡＣＫ）
、（ＡＣＫ、ＮＡＣＫ）、（ＮＡＣＫ、ＡＣＫ）、または（ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ）を送信
することができる。
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【０２０７】
　ＷＴＲＵは、（例えば、同じ）基本のコンピュータ生成シーケンス（ＣＧＳ）の４つの
巡回シフトを採用して、ＡＣＫ／ＮＡＣＫのペアおよび／またはスケジューリング要求（
ＳＲ）を共同で示し得る。シーケンス（例えば、４つのシーケンスの各々）は、上記に列
挙された状態のサブセットおよび／またはスケジューリング要求が存在するかどうかを示
すために使用され得る。シーケンスは、下記のように割り当てられ得る。　
　状態１：（ＡＣＫ、ＡＣＫ）、およびＳＲ＝０、
　状態２：（ＡＣＫ、ＡＣＫ）、およびＳＲ＝１、
　状態３：｛（ＡＣＫ、ＮＡＣＫ）、（ＮＡＣＫ、ＡＣＫ）、または（ＮＡＣＫ、ＮＡＣ
Ｋ）｝およびＳＲ＝０、
　状態４：｛（ＡＣＫ、ＮＡＣＫ）、（ＮＡＣＫ、ＡＣＫ）、または（ＮＡＣＫ、ＮＡＣ
Ｋ）｝およびＳＲ＝１。
【０２０８】
　ＷＴＲＵは、（ＡＣＫ、ＡＣＫ）の場合（例えば、ＡＣＫを送る可能性が最も高くなり
得る場合）について、別個のシーケンス割り当てを使用してもよい。ｇＮＢは、（例えば
、４つのシーケンスが割り当てられる場合）（ＡＣＫ、ＮＡＣＫ）の場合、（ＮＡＣＫ、
ＡＣＫ）の場合、または（ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ）の場合を区別することができないことが
あり得る。（例えば、上記に示されたような）この割り当ては、状態のバンドリング（bu
ndling）または共同割り当て（joint assignment）と称され、多くとも１つの不必要な再
送信という結果になり得る。
【０２０９】
　ＷＴＲＵは、（例えば、同じ）基本のコンピュータ生成シーケンス（ＣＧＳ）の４つの
巡回シフトを使用して、ＡＣＫ／ＮＡＣＫのペアおよび／またはスケジューリング要求（
ＳＲ）を共同で示し得る。シーケンス（例えば、４つのシーケンスの各々）は、上記に列
挙された状態のサブセットおよび／またはスケジューリング要求が存在するかどうかを示
すために使用され得る。シーケンスは、下記のように割り当てられ得る。　
　状態１：（ＡＣＫ、ＡＣＫ）およびＳＲ＝０、
　状態２：（ＡＣＫ、ＡＣＫ）およびＳＲ＝１、
　状態３：｛（ＡＣＫ、ＮＡＣＫ）、または（ＮＡＣＫ、ＡＣＫ）｝およびＳＲ＝０、
　状態４：｛（ＡＣＫ、ＮＡＣＫ）、または（ＮＡＣＫ、ＡＣＫ）｝およびＳＲ＝１。
【０２１０】
　４つのシーケンスしか割り当てないことによって、ｇＮＢは、（ＡＣＫ、ＮＡＣＫ）の
場合または（ＮＡＣＫ、ＡＣＫ）の場合を区別することができないことがあり得る。これ
は、１つの不必要な再送信を引き起こし得る。（ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ）、およびＳＲ＝０
の場合に対してシーケンスが割り当てられないことがあり、この場合において、ｇＮＢの
アクションは、あたかもそれがシーケンスを受信するべきであるかのように類似し得る（
例えば、ほとんど同じであり得る）（例えば、ｇＮＢは、トランスポートブロックの各々
に対して再送信を実行し、ＷＴＲＵについてのアップリンクリソースを割り当て得る（例
えば、ＳＲは０に等しいかもしれず、スケジューリング要求が存在しないことを示すので
））。（ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ）およびＳＲ＝１の場合に対しては、例えば、この場合は最
小の発生確率を有し得るので、シーケンスが割り当てられなくてもよい。この状態におけ
るＷＴＲＵは、シーケンスを送らなくてもよく、ｇＮＢは、両方のトランスポートブロッ
クを再送信し得る（例えば、この見地から、ｇＮＢのアクションは変化しない）。ＷＴＲ
Ｕが、例えば、（ＡＣＫ、ＡＣＫ）、およびＳＲ＝１、または｛（ＡＣＫ、ＮＡＣＫ）、
もしくは（ＮＡＣＫ、ＡＣＫ）｝およびＳＲ＝１に対して割り当てられたシーケンスのう
ちの１つを介して、そのスケジューリング要求を示す次の機会まで、ｇＮＢは、ＷＴＲＵ
がスケジューリング要求を有することを知らないことがあり得る。
【０２１１】
　４つの状態（state）に対する巡回シフトシーケンスの下記のマッピングが使用され得
る（例えば、本明細書において開示されるような状態バンドリングの場合）。基本シーケ
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ンスの４つの巡回シフトに対する４つのシーケンスのマッピングの例は、下記の通りであ
り得る。
【０２１２】
【数５８】

【０２１３】
　このマッピングは、最も高い検出確率を有し得る、１および２の状態に対する受信され
たシーケンスを検出しようとｇＮＢが試みる場合、より良いｇＮＢ検出確率を確実にし得
る。
【０２１４】
　基本シーケンスの４つの巡回シフトに対する４つのシーケンスのマッピングは、下記の
通りであり得る。
【０２１５】
【数５９】

【０２１６】
　このマッピングは、受信されたシーケンスがＷＴＲＵ１に属するのか、またはＷＴＲＵ
２に属するかを検出しようとｇＮＢが試みる場合（例えば、ＷＴＲＵ２が、その巡回シフ
トシーケンスをＷＴＲＵ１の巡回シフトシーケンスの直後に有し得る場合）、より良いｇ
ＮＢ検出確率を確実にし得る。
【０２１７】
　ＷＴＲＵは、同じ基本ＣＧＳの６つの巡回シフトを採用して、ＡＣＫ／ＮＡＣＫのペア
および／またはＳＲを共同で示し得る。シーケンスは、下記の状態（state）の各々に対
して割り当てられ得る。　
　状態１：（ＡＣＫ、ＡＣＫ）およびＳＲ＝０、
　状態２：（ＡＣＫ、ＡＣＫ）およびＳＲ＝１、
　状態３：（ＡＣＫ、ＮＡＣＫ）およびＳＲ＝１、
　状態４：（ＡＣＫ、ＮＡＣＫ）およびＳＲ＝０、
　状態５：（ＮＡＣＫ、ＡＣＫ）およびＳＲ＝０、
　状態６：（ＮＡＣＫ、ＡＣＫ）およびＳＲ＝１。
【０２１８】
　シーケンスが、（ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ）、およびＳＲ＝０に対して割り当てられない場
合、ｇＮＢの振る舞いは、あたかもｇＮＢがこの状態についてのシーケンスを受信するか
のように類似し得る（例えば、ほとんど同じであり得る）。（ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ）およ
びＳＲ＝１の状態に対しては、例えば、この状態は最小の発生確率を有し得るので、シー
ケンスが割り当てられなくてもよい。ＷＴＲＵは、そのスケジューリング要求を次のＰＵ
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ＣＣＨ機会において送り得る。例えば、
【０２１９】
【数６０】

【０２２０】
の場合、第１のＷＴＲＵについては、基本ＣＧＳの巡回シフトに対する各状態に関連付け
られたシーケンスのマッピングは、以下の通りであり得る：状態１から状態６は、それぞ
れＣＳ＝０、１、２、３、４、５に対して割り当てられ得る。第２のＷＴＲＵについては
、同じ基本ＣＧＳの巡回シフトに対する各状態に関連付けられたシーケンスのマッピング
は、状態１から状態６が、それぞれＣＳ＝１１、１０、９、８、７、６に対して割り当て
られ得る、というものであり得る。これらのマッピングは、第１のＷＴＲＵに属する（例
えば、高い確率状態に関連付けられた）シーケンスと、第２のＷＴＲＵに属するシーケン
スとのｇＮＢ誤り検出をより低下させ得る。別の実施形態において、
【０２２１】

【数６１】

【０２２２】
である場合、ＷＴＲＵについて、基本ＣＧＳの巡回シフトに対する各状態に関連付けられ
たシーケンスのマッピングは、以下の通りであり得る：状態１から状態６は、それぞれＣ
Ｓ＝０、２、４、６、８、１０、またはＣＳ＝１、３、５、７、９、１１、またはＣＳ＝
０、２、４、７、９、１１、またはＣＳ＝０、３、５、６、８、１１に対して割り当てら
れ得る。これらのマッピングは、同じＷＴＲＵの状態間の誤り検出をより低下させ得る。
一例において、マッピングは、その隣接する巡回シフトを用いたシーケンスの潜在的な誤
検出が、シーケンスによって搬送される情報において１つの誤りのみを引き起こすことを
確実にし得る、グレイ符号化の原理に基づいてもよい（例えば、状態１から状態６は、そ
れぞれＣＳ＝４、６、０、２、１０、８、またはＣＳ＝５、７、１、３、１１、９、また
はＣＳ＝５、７、０、２、１１、９に対して割り当てられ得る）。
【０２２３】
　例において、上記の６つの状態に加えて、もう２つの状態、すなわち、状態７（ＮＡＣ
Ｋ、ＮＡＣＫ）およびＳＲ＝１と、状態８（ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ）およびＳＲ＝０とが存
在してもよい（例えば、考え得る状態のすべてを網羅し、シーケンスは、各々に対して割
り当てられ得る）。ＷＴＲＵについては、各状態に関連付けられたシーケンスは、基本Ｃ
ＧＳの巡回シフトに対して、以下のようにマッピングされ得る：状態１から状態８は、Ｃ
Ｓ＝０、１、３、４、１１、１０、８、７、またはＣＳ＝０、１、４、５、１１、１０、
８、７に対して割り当てられ得る。これらのマッピングは、同じＷＴＲＵの状態間の誤り
検出をより低下させ得る。これらのシーケンスのうちの１つを受信するｇＮＢが、誤りに
おいて隣接する巡回シフトを検出したとしても、誤りは最小化され得る（例えば、３つの
情報のうちで、１つの情報のみが誤っていることがあり得る）。
【０２２４】
　肯定的なＳＲおよびＨＡＲＱ－ＡＣＫは、同じスロットにおいてＰＵＣＣＨ（例えば、
短いＰＵＣＣＨ）上で送信され得る。ＨＡＲＱ－ＡＣＫペイロードが、２ビット以下であ
る場合、ＷＴＲＵは、最大２ビットまでのＰＵＣＣＨフォーマット（例えば、ＰＵＣＣＨ
フォーマットＡ）を使用して、ＳＲのためのＰＵＣＣＨリソース上でＨＡＲＱ－ＡＣＫを
送信してもよい。ＨＡＲＱ－ＡＣＫペイロードが、２ビットよりも大きい場合、ＷＴＲＵ
は、（２ビットよりも多くを搬送するためのＰＵＣＣＨフォーマット（例えば、ＰＵＣＣ
ＨフォーマットＢ）を使用して）ＨＡＲＱ－ＡＣＫのためのＰＵＣＣＨリソース上でＳＲ
とＨＡＲＱ－ＡＣＫとの両方を送信してもよい。
【０２２５】
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　否定的なＳＲおよびＨＡＲＱ－ＡＣＫは、同じスロットにおいてＰＵＣＣＨ（例えば、
短いＰＵＣＣＨ）上で送信され得る。ＨＡＲＱ－ＡＣＫペイロードが、２ビット以下であ
る場合、ＷＴＲＵは、最大２ビットまでのＰＵＣＣＨフォーマットを使用して、ＨＡＲＱ
－ＡＣＫのためのＰＵＣＣＨリソース上でＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信してもよい。ＨＡＲＱ
－ＡＣＫペイロードが、２ビットよりも大きい場合、ＷＴＲＵは、２ビットよりも多くを
搬送するためのＰＵＣＣＨフォーマットを使用して、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのためのＰＵＣＣ
Ｈリソース上でＳＲとＨＡＲＱ－ＡＣＫとの両方を送信してもよい。
【０２２６】
　最大２ビットまでのＰＵＣＣＨフォーマット（例えば、ＰＵＣＣＨフォーマットＡ）に
ついて、リソースは、１つもしくは複数のＰＲＢインデックス、スロット内の１つもしく
は２つのＯＦＤＭシンボルインデックス、および／または２つもしくは４つのシーケンス
／巡回シフトのグループを含んでもよい。リソースは、１つのシーケンスおよび／または
シーケンスの巡回シフト（例えば、１つのシーケンスおよび／またはシーケンスの巡回シ
フトだけ）に関連付けられ得る。２ビットよりも大きいＰＵＣＣＨフォーマット（例えば
、ＰＵＣＣＨフォーマットＢ）について、リソースは、少なくとも１つもしくは複数のＰ
ＲＢインデックスおよび／またはスロット内の１つもしくは２つのＯＦＤＭシンボルイン
デックスを含んでもよい。
【０２２７】
　ＷＴＲＵは、より上位の層の構成および／またはＤＣＩを通じて、ＰＵＣＣＨリソース
またはＰＵＣＣＨリソースグループを決定し得る。例えば、ＷＴＲＵは、複数のＰＵＣＣ
Ｈリソースグループによって構成され、ＤＣＩにおけるビットフィールドを使用して、各
スロットにおける割り当てられたリソースまたはリソースグループを識別してもよい。各
リソースグループの大きさは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫペイロードに応じたものであり得る、１
つ、２つ、または４つのリソースであり得る。２ビットよりも大きいＨＡＲＱ－ＡＣＫペ
イロードについて、リソースグループは、１つのリソースを有してもよい。１ビットのＨ
ＡＲＱ－ＡＣＫペイロードについて、リソースグループは、２つのリソースを有してもよ
い。２ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫペイロードについて、リソースグループは、４つのリソ
ースを有してもよい。
【０２２８】
　ＷＴＲＵが、４つのＰＵＣＣＨリソースグループにより構成される場合、ＷＴＲＵは、
ＤＣＩにおける２ビットのビットフィールドを使用して、所与のスロットにおけるリソー
スグループを識別し得る。一例において、ＰＵＣＣＨが送信されるＲＢの数は、ＰＵＣＣ
Ｈリソース構造の一部として、より上位層のシグナリングによってシグナリングされるこ
とができる。一例において、ＷＴＲＵは、より上位層のシグナリングを通じてスロット内
のＰＵＣＣＨの第１のＯＦＤＭシンボルインデックスを受信し、公式を使用して、ＰＵＣ
ＣＨの第２のＯＦＤＭシンボルインデックスを決定してもよい。
【０２２９】
　ＷＴＲＵは、ＡＮＤ演算を使用して、２つのＨＡＲＱ－ＡＣＫビットを束ね得る。ＷＴ
ＲＵは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／またはＳＲのシグナリングのために２つのリソース／
シーケンスを使用することができ、予め定義されたリソースマッピング規則を適用するこ
とができる（例えば、肯定的なＳＲおよび２ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫが、同じスロット
またはミニスロットにおいてＰＵＣＣＨ上で送信されるべき場合）。ＷＴＲＵは、下記の
表２Ｂに示されるように、異なるリソースマッピング規則を使用して、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ
のシグナリングのために２つのリソース／シーケンスを使用し得る（例えば、否定的なＳ
Ｒおよび２ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫが、同じスロットまたはミニスロットにおいてＰＵ
ＣＣＨ上で送信されるべき場合）。
【０２３０】
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【表３】

【０２３１】
　（例えば、２つのシンボルの期間を有する短いＰＵＣＣＨ上の）ＡＣＫ／ＮＡＣＫ／Ｓ
Ｒ送信が提供され得る。図５は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／またはＳＲ送信を示し得る例
示的な図である。送信は、周波数シフトされたＲＳを使用することができ、黙示的であっ
てもよい。例えば、ＷＴＲＵは、ＰＵＣＣＨ（例えば、短いＰＵＣＣＨ）を含み得る２つ
の連続的なＯＦＤＭシンボルにおいて、ＣＡＺＡＣシーケンスなどの参照シンボル（ＲＳ
：Reference Symbol）シーケンスの異なる周波数シフトを使用して、ＡＣＫ／ＮＡＣＫお
よび／またはＳＲの１つまたは２つのビットを黙示的に送信してもよい。２つの連続的な
ＯＦＤＭシンボルについてのＲＳシーケンスは、基本シーケンスの同じまたは異なる巡回
時間または周波数シフトであってもよい。ＡＣＫ／ＮＡＣＫまたはＳＲシグナリングは、
黙示的であってもよく、ＲＳのために使用されないことがあり得るリソース要素上で送信
されているＣＳＩに対して付加的であってもよい。黙示的な送信は、ＵＬにおけるＵＣＩ
シグナリングのための効率的な手法となり得る。
【０２３２】
　ＳＲ送信において、ＷＴＲＵが、スケジューリングされることを要求しない場合、ＷＴ
ＲＵは、第２のＯＦＤＭシンボル内の周波数においてＲＳをシフトしなくてもよく、ＷＴ
ＲＵが、表３に示されるようにスケジューリングされることを要求する場合、周波数にお
いてＲＳをシフトしてもよい。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ送信において、ＷＴＲＵは、Ｎ
ＡＣＫまたはＤＴＸシグナリングの場合には、第２のＯＦＤＭシンボル内の周波数におい
てＲＳをシフトしなくてもよく、ＡＣＫを送信する場合には、第２のＯＦＤＭシンボル内
の周波数においてＲＳをシフトしてもよい。
【０２３３】
　表３は、第２のＯＦＤＭシンボルにおけるＲＳ周波数シフトに対する、１ビットのＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸまたはＳＲの例示的なマッピングを示す。
【０２３４】

【表４】

【０２３５】
　ＷＴＲＵは、表４に示されるように、より高いビット数を送信するために、より低いＲ
Ｓ密度を使用し得る。例えば、ＷＴＲＵは、ＵＬにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫまたはＳＲの
１つのビットのシグナリングのために、１／２のＲＳ密度を使用してもよい。別の例とし
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ナリングするために、１／３のＲＳ密度を使用してもよい。不連続送信（ＤＴＸ：Discon
tinuous Transmission）は、ＡＣＫもＮＡＣＫも送信されないことがあり得ることを示唆
し得る。第２のＯＦＤＭシンボルにおけるＲＳシフトに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ
の例示的なマッピングが、表４に示される。
【０２３６】
【表５】

【０２３７】
　ＷＴＲＵは、より低い１／４のＲＳ密度を有するＲＳシフトアプローチを使用して、１
ビットのＡＣＫ／ＮＡＣＫと１ビットのＳＲとを送信してもよい（例えば、同時に送信し
てもよい）。第２のＯＦＤＭシンボルにおけるＲＳシフトに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫおよ
びＳＲの例示的なマッピングは、表５に示される。ＷＴＲＵは、表５に示されるように、
２ビットのＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報をシグナリングするために、４つのＲＳ周波数シフトを
使用し得る。
【０２３８】

【表６】

【０２３９】
　図６は、ＲＳ上の時間ドメインカバー符号を使用する、ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／また
はＳＲ送信を示し得る例示的な図である。これは黙示的に行われてもよい。ＷＴＲＵは、
ＰＵＣＣＨ（例えば、短いＰＵＣＣＨ）を含み得る２つの連続的なＯＦＤＭシンボルにお
いて、ＣＡＺＡＣシーケンスなどの参照シンボル（ＲＳ）シーケンス上の時間ドメインカ
バー符号を適用することによって、ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／またはＳＲの１つのビット
を送信し得る。それは、ＰＵＣＣＨのＲＳ密度に関係なく行われ得る。１／２および１／
３のＲＳ密度を有する、このアプローチの２つの変形例が、図６において見られ得る。時
間ドメイン符号は、長さ２のウォルシュ－アダマール直交符号であってもよい。
【０２４０】
　カバー符号に対するＳＲの例示的なマッピングは、表６に示される。ＷＴＲＵが、スケ
ジューリングされることを要求しない場合、それは、２つのＲＳシンボル上で［１　１］
のカバー符号を使用し得る（例えば、これは、いかなるカバー符号も適用しないことと均
等であり得る）。ＷＴＲＵが、スケジューリングされることを要求する場合、それは、２
つのＲＳシンボル上でカバー符号［１　－１］を使用し得る。１ビットのＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ／ＤＴＸの送信について、ＷＴＲＵは、２つのＲＳシンボル上の［１　１］のカバー符
号を使用して、ＮＡＣＫ／ＤＴＸをシグナリングし、カバー符号［１　－１］を使用して
、ＡＣＫをシグナリングし得る。
【０２４１】
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【表７】

【０２４２】
　ＷＴＲＵは、ＰＵＣＣＨ（例えば短い、ＰＵＣＣＨ）のＯＦＤＭシンボル（例えば、２
つの連続的なＯＦＤＭシンボルの各々）においてＲＳ基本シーケンス（例えば、ＣＡＺＡ
Ｃシーケンス）のそれぞれの（例えば、異なる）巡回時間シフトを適用することによって
、ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／またはＳＲの１つまたは２つのビットを黙示的に送信し得る
。図７は、ＲＳについての異なる巡回時間シフトを使用する、ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／
またはＳＲ送信（例えば、黙示的な送信）を示し得る例示的な図である。１／１、１／２
、および１／３のＲＳ密度を有する、３つの例示的なシナリオが示され得る。１／１のＲ
Ｓ密度を用いると、ＷＴＲＵは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／またはＳＲ送信のためのシー
ケンスベースのスキームを適用し得る。他のＵＣＩ（例えば、ＣＳＩ、ＰＭＩ、ＲＩ等）
は、このシナリオにおいて送信されてもよく、または送信されなくてもよい。ＲＳ密度が
１００％未満である場合、ＵＣＩ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／またはＳＲは、同じＰＵＣ
ＣＨリソース（例えば、短いＰＵＣＣＨリソース）上で多重化されてもよい。例えば、１
ビットのＡＣＫ／ＮＡＣＫまたはＳＲを送信するために、ＷＴＲＵは、第１のＯＦＤＭシ
ンボルにおいてＲＳについてｍの巡回シフト、および第２のＯＦＤＭシンボルにおいてＲ
Ｓについてｎの巡回時間シフトを使用してもよい。両方の巡回時間シフトが同じ（例えば
、ｍ＝ｎ）である場合、それは、ＷＴＲＵがスケジューリングされることは要求しないこ
とを示唆し得る。２つのＯＦＤＭシンボル上の巡回時間シフトが異なる（例えば、ｍ≠ｎ
）場合、それは、ＷＴＲＵがＵＬ送信のためにスケジューリングされることを要求してい
る可能性があることを示唆し得る。ＵＬ送信は、ＰＵＳＣＨであってもよい。１ビットの
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸの送信について、ＷＴＲＵは、ＮＡＣＫ／ＤＴＸをシグナリン
グするために、２つの異なるＯＦＤＭシンボル上で２つのＲＳについて同じ巡回時間シフ
トを使用し、ＡＣＫをシグナリングするために２つのＲＳについて異なる巡回時間シフト
を使用し得る。表７は、ＲＳについて異なる巡回時間シフトを使用するＳＲまたはＡＣＫ
／ＮＡＣＫ／ＤＴＸの例示的なマッピングを示す。
【０２４３】
【表８】

【０２４４】
　図８は、黙示的であってもよい、ＲＳオン－オフキーイングを使用する、ＳＲ送信のた
めの例示的な図を示す。ＷＴＲＵは、ＰＵＣＣＨ（例えば、短いＰＵＣＣＨ）を含む２つ
の連続的なＯＦＤＭシンボルの第２のＯＦＤＭシンボル上で参照シンボル（ＲＳ）をオン
にすること、またはオフにすることによって、ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／またはＳＲの１
つのビットを送信し得る。これは黙示的に行われてもよい。
【０２４５】
　表８に示されるように、ＳＲがオフである場合など、ＷＴＲＵが、スケジューリングさ
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れることを要求しない場合、ＷＴＲＵは、第２のＯＦＤＭシンボル上でＲＳを送信し得る
。ＳＲが１に等しい場合など、ＷＴＲＵが、スケジューリングされることを要求する場合
、ＷＴＲＵは、第２のＯＦＤＭシンボル上でＲＳを送信しなくてもよい。
【０２４６】
　図８において８００に示されるように、ＷＴＲＵが、スケジューリングされることを要
求し、第２のＯＦＤＭ上でＲＳを送信しないことがあり得る場合、ＷＴＲＵは、第２のＯ
ＦＤＭシンボル上のＲＳをオフにし得る（例えば、ＲＳを送信しない）。ＷＴＲＵは、Ｕ
ＣＩ送信のために使用されるＰＵＣＣＨの内の第２のＯＦＤＭシンボルの残りのＲＥ上の
ＲＳの電力を分配してもよい。第２のＯＦＤＭシンボル上のオフにされたＲＥは、ゼロ電
力のＲＥなど、送信を有しない受信機によって予約されたＲＥとして解釈され得る。ＲＳ
からＵＣＩまでの電力を分配することによって、ＵＣＩのＢＬＥＲパフォーマンスは改善
されることができる。
【０２４７】
　図８において８０２に示されるように、ＷＴＲＵが、スケジューリングされることを要
求し、第２のＯＦＤＭ上でＲＳを送信しないことがあり得る場合、ＷＴＲＵは、第２のＯ
ＦＤＭシンボル上のＲＳをオフにし得る（例えば、ＲＳを送信しない）。ＷＴＲＵは、Ｕ
ＣＩ送信に対して第２のＯＦＤＭシンボル上のＲＥを再割り当てし得る。例えば、第２の
ＯＦＤＭシンボル上でＲＳは送信されないことがあり得る。この場合において、ＵＣＩ送
信のための符号化速度は、より低くなることがあり、これはＵＣＩのためのより良いＢＬ
ＥＲパフォーマンスという結果になり得る。レートマッチングは、ＳＲが送信されるか否
かにかかわらず、ＵＣＩについて異なり得る。表８は、第２のＯＦＤＭシンボルにおける
ＲＳの存在に対するＳＲの例示的なマッピングを示す。
【０２４８】
【表９】

【０２４９】
　図９は、波形符号化を用いるＲＳを使用する、ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／またはＳＲ送
信（例えば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／またはＳＲの黙示的な送信）のための例示的な図
を示す。波形符号化は、ＰＰＭ、マンチェスター符号化および／または同様のものを含ん
でもよい。ＷＴＲＵは、複数のオン（例えば、ＲＳが送信される）ＯＦＤＭシンボルおよ
びオフ（例えば、ＲＳが送信されない）ＯＦＤＭシンボルを使用することによって、ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫおよび／またはＳＲの１つのビットを符号化し得る。ＷＴＲＵは、オンＯＦ
ＤＭシンボルおよびオフＯＦＤＭシンボルの位置を変化させることによって、１ビットの
ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／またはＳＲを符号化し得る。マンチェスター符号化は、マルチ
シンボル（例えば、２つのシンボルの）ＰＵＣＣＨ（例えば、短いＰＵＣＣＨ）の複数の
（例えば、２つの）ＯＦＤＭシンボル間で適用されてもよい。
【０２５０】
　図９において９００および９０２に示されるように、ＡＣＫは、以下のように符号化さ
れ得る。第２のＯＦＤＭシンボルの１つまたは複数のＲＥは、エネルギーを有することが
でき、第１のＯＦＤＭシンボル内の同じＲＥは、ゼロエネルギーを有することができる。
ＮＡＣＫは、以下のように符号化され得る。第１のＯＦＤＭシンボルの１つまたは複数の
ＲＥは、エネルギーを有することができ、次のＯＦＤＭシンボル内の同じＲＥは、ゼロエ
ネルギーを有することができる。
【０２５１】
　図９において９０４および９０６に示されるように、ＳＲ＝１（例えば、ＳＲはオンで
ある）は、以下のように符号化され得る。第２のＯＦＤＭシンボルのＲＥのうちの１つま
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たは複数は、エネルギーを有することができ、第２のＯＦＤＭシンボルの１つまたは複数
のＲＥから１だけシフトアップされる、第１のＯＦＤＭシンボル内の１つまたは複数のＲ
Ｅは、ゼロエネルギーを有することができる。ＳＲ＝０（例えば、ＳＲはオフである）は
、以下のように符号化され得る。第１のＯＦＤＭシンボルのＲＥのうちの１つまたは複数
は、エネルギーを有することができ、第１のＯＦＤＭシンボルの１つまたは複数のＲＥか
ら１だけシフトアップされる、第２のＯＦＤＭシンボルのＲＥのうちの１つまたは複数は
、ゼロエネルギーを有することができる。
【０２５２】
　ＷＴＲＵは、ＵＬにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／またはＳＲシグナリングのために
、本明細書において提案されるスキームの任意の組み合わせを使用することができる。本
明細書において開示されるように、ＷＴＲＵは、ＵＣＩ情報の１つまたは複数のビットを
黙示的にシグナリングするために複数の方法を使用し得る。例えば、ＷＴＲＵは、ＲＳ上
の周波数シフトされたＲＳおよび（もしくは）時間ドメインカバー符号、ＲＳのための差
動（differential）巡回時間シフト、ＲＳオン－オフキーイング、波形符号化を用いるＲ
Ｓ、並びに（または）同様のものの任意の組み合わせを使用して、ＵＣＩ情報の１つまた
は複数のビットをシグナリングし得る。
【０２５３】
　ＰＵＣＣＨ（例えば、短いＰＵＣＣＨ）におけるＳＲのシグナリングが提供され得る。
シグナリングは、明示的であってもよい。ＳＲおよびＵＣＩは、同じＯＦＤＭシンボルに
おいてシグナリングされ得る。ＵＣＩおよびＳＲは、図１０に示されるように周波数にお
けるＵＣＩおよびＳＲに対応するシーケンスまたはシンボルの多重化によって送信されて
もよい。ＳＲおよびＵＣＩシンボルは、周波数において分離され得るので、両方のタイプ
のデータを送信するために同じシーケンスが使用され得る。ＷＴＲＵが、送信するべきＳ
Ｒを有しない場合、ＳＲ送信のために予約された副搬送波は、ゼロにより埋められ（load
ed）てもよい。
【０２５４】
　図１０は、ＵＣＩおよびＳＲの周波数分割多重化のための例示的な図を示す。ＳＲおよ
び参照シンボル（ＲＳ）は、同じ副搬送波上であるが、異なるＯＦＤＭシンボル上で送信
され得る。ＳＲが送信されるようにスケジューリングされていないことがあり得るＯＦＤ
Ｍシンボルにおいて、ＲＳ／ＳＲに対して割り当てられる副搬送波は、参照シンボルの送
信のために使用され得る。
【０２５５】
　ＳＲが送信されるようにスケジューリングされ得るＯＦＤＭシンボルが存在し得る。Ｗ
ＴＲＵが、送信するためのスケジューリング要求を有しない場合、ＲＳ／ＳＲに対して割
り当てられる副搬送波は、参照シンボルの送信のために使用され得る。
【０２５６】
　ＳＲが送信されるようにスケジューリングされるＯＦＤＭシンボルが存在し得る。ＷＴ
ＲＵが、送信するためのスケジューリング要求を有する場合、ＲＳ／ＳＲに対して割り当
てられる副搬送波は、ＳＲシーケンスの送信のために使用され得る。受信機は、チャネル
を推定するため、および／またはＵＣＩを復号するためにも、ＳＲシーケンスを使用し得
る。
【０２５７】
　ＲＳシーケンスとＳＲシーケンスとは、異なるように選ばれ得る。例えば、それらは、
同じ基本シーケンスの異なる巡回シフトであってもよく、または、それらは、２つの異な
る基本シーケンスであってもよい。シーケンスは、Ｚａｄｏｆｆ　Ｃｈｕシーケンス、Ｃ
ＡＺＡＣシーケンス、および／または同様のものであってもよい。
【０２５８】
　ＷＴＲＵによって送信されるシーケンス間の直交性は、ＵＣＩおよびＳＲに対して異な
る副搬送波を割り当てることによって周波数ドメインにおいて達成され得る。異なるＷＴ
ＲＵによって送信されるシーケンス間の直交性は、周波数ドメインにおいて、および／ま
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たは直交シーケンスを用いて、達成され得る。例えば、図１１において、ＷＴＲＵ１およ
びＷＴＲＵ２は、ＵＣＩについては直交シーケンスを使用し、ＳＲについては直交シーケ
ンスを使用してもよい。
【０２５９】
　図１１は、１つまたは複数のＷＴＲＵによる、ＵＣＩおよびＳＲ送信のための例示的な
図を示す。ＵＣＩおよびＳＲを送信するための搬送波の数、またはＵＣＩまたはＳＲのみ
を送信するための副搬送波の数とは、異なり得る。例えば、Ｋ個の副搬送波は、ＵＣＩ（
および、ＵＣＩの復号のための参照シンボル）またはＳＲの送信のために十分であり得る
一方で、２Ｋ個の副搬送波が、ＵＣＩおよびＳＲの送信のために必要となり得る。
【０２６０】
　リソースの量における差は管理され得る。例えば、ＷＴＲＵは、Ｋ個の副搬送波などの
、周波数リソースの量により構成されてもよい。これらのリソースは、ＵＣＩまたはＳＲ
の送信のために使用され得る。ＵＣＩとＳＲとの両方が存在する場合、リソースの量は増
加されてもよい。例えば、リソースは、２Ｋに増加されてもよい。付加的なリソースの量
、および付加的な副搬送波のインデックスが決定され得る。
【０２６１】
　図１２は、１つまたは複数のＷＴＲＵによるＵＣＩおよび／またはＳＲ送信のための例
示的な図を示す。ＷＴＲＵのうちの１つまたは複数が、送信すべきＵＣＩを有しない場合
、またはＳＲを送信するように構成されていない場合、それらは、図１２に示されるよう
に、割り当てられた副搬送波を使用しないままにし得る。これは、例えば、ＷＴＲＵがＳ
Ｒを送信するように構成されていない場合、ＯＦＤＭシンボルにおいて発生し得る。例示
の目的のために、インターリーブされた副搬送波が示され得るが、副搬送波の非近接セッ
トも使用され得る。例えば、ＵＣＩおよびＳＲは、副搬送波の２つの異なるグループ上で
送信されてもよい。ＵＣＩの復号のために使用され得るＲＳは示されないことがあり得る
が、ＲＳ送信はＵＣＩ送信を伴い得ることが理解される。
【０２６２】
　ＷＴＲＵが、未使用のリソースを有する場合、それは、それらのリソースにおいてＵＣ
ＩまたはＳＲの送信を繰り返し得る。例えば、ＷＴＲＵ２は、ＳＲに対して割り当てられ
得る副搬送波上でＵＣＩを繰り返してもよい。符号化／拡散利得に起因して、送信電力は
それに応じて低減され得る。ＷＴＲＵは、ＳＲおよびＵＣＩのために２つの異なるシーケ
ンスを使用してもよい。例えば、シーケンスは、２つの異なる基本シーケンス、または同
じ基本シーケンスの２つの異なる巡回シフトであってもよい。
【０２６３】
　低ＰＡＰＲ送信が提供され得る。図１３は、ＵＣＩおよびＳＲのＰＡＰＲ送信のための
例示的な図を示す。例（例えばＵＣＩおよびＳＲが、同じＯＦＤＭシンボルにおいて送信
される場合）において、ＰＡＰＲは、ＵＣＩおよびＳＲシーケンス／シンボルの時間ドメ
イン多重化を利用することによって低減され得る。これは図１３に示されるようにＤＦＴ
プレコーディングの前にＵＣＩおよびＳＲを時間多重化することによって達成され得る。
ＤＦＴブロックの異なる入力ピンへの入力は、ＵＣＩおよび／またはＳＲを含み得る。任
意選択であってもよい、位相シフト動作の後、出力ＤＦＴプレコーディングされたＵＣＩ
およびＳＲシンボルは、同じ副搬送波に対してマッピングされ得る。これらの副搬送波は
、近接していてもよく、又はインターリーブされていてもよい。ＤＦＴブロックへの入力
は、ベクトル［ＵＣＩ　ＳＲ］、例えば、［ｄ１　ｄ２　ｃ１　ｃ２］を含んでもよい。
【０２６４】
　ＳＲが送信されるようにスケジューリングされていないＯＦＤＭシンボルが存在し得る
。ＳＲに対して割り当てられるリソースは、参照シンボルの送信のために使用され得る。
【０２６５】
　ＳＲが送信されるようにスケジューリングされているＯＦＤＭシンボルが存在し得る。
ＷＴＲＵが、送信するためのスケジューリング要求を有しない場合、ＳＲに対して割り当
てられたリソースは、参照シンボルの送信のために使用され得る。
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　ＳＲが送信されるようにスケジューリングされているＯＦＤＭシンボルが存在し得る。
ＷＴＲＵが、送信するためのスケジューリング要求を有する場合、ＳＲに対して割り当て
られるリソースは、ＳＲシーケンスの送信のために使用され得る。受信機は、ＳＲシーケ
ンスを使用して、チャネルを推定し、ＵＣＩを復号し得る。
【０２６７】
　ＲＳシーケンスおよびＳＲシーケンスは、異なるように選ばれ得る。例えば、それらは
、同じ基本シーケンスの異なる巡回シフトであってもよく、または、それらは、２つの異
なる基本シーケンスであってもよい。シーケンスは、Ｚａｄｏｆｆ　Ｃｈｕシーケンス、
ＣＡＺＡＣシーケンス、および／または同様のものであってもよい。
【０２６８】
　図１４は、ＵＣＩおよびＳＲの低ＰＡＰＲ送信のための別の例示的な図を示す。プレコ
ーディングされたＵＣＩおよびＳＲは、異なる副搬送波に対してマッピングされ得る。第
１のＷＴＲＵによってゼロにより埋められ得るＤＦＴブロックの入力は、第２のＷＴＲＵ
によって使用され得る。
【０２６９】
　図１５は、ＵＣＩおよびＳＲの低ＰＡＰＲ送信のための別の例示的な図を示す。ＵＣＩ
およびＳＲは、インターリーブされた手法でＤＦＴ入力に対してマッピングされる一方で
、ＤＦＴブロックの異なる入力ピンは、ＵＣＩおよびＳＲシンボルによって利用され得る
。ＤＦＴ出力は、同じ副搬送波または異なる副搬送波に対してマッピングされてもよく、
副搬送波は、近接していても、またはインターリーブされていてもよい。ＤＦＴ出力が副
搬送波に対してマッピングされる場合、１つのＤＦＴブロックで十分であり得る。例えば
、図１５に示されるように、ＤＦＴブロックへの入力は、［ｄ１　ｃ１　ｄ２　ｃ２］で
あってもよい。
【０２７０】
　本明細書において説明されるコンピューティングシステムの各々は、説明される機能を
達成するために、本明細書において説明されるパラメータを決定することと、エンティテ
ィ（例えば、ＷＴＲＵおよびネットワーク）間でメッセージを送ること、および受信する
こととを含む、本明細書において説明される機能を達成するための実行可能な命令または
ハードウェアにより構成されるメモリを有する１つまたは複数のコンピュータプロセッサ
を有し得る。上述された処理は、コンピュータおよび／またはプロセッサによる実行のた
めのコンピュータ読取可能な媒体に組み込まれたコンピュータプログラム、ソフトウェア
、および／またはファームウェアにおいて実装され得る。
【０２７１】
　特徴および要素が、特定の実施形態において上述されているが、当業者は、各特徴また
は要素が単独で、または他の特徴および要素との任意の組み合わせにおいて使用されるこ
とができることを認識するであろう。本明細書において説明される方法は、コンピュータ
またはプロセッサによる実行のためのコンピュータ読取可能な媒体に組み込まれたコンピ
ュータプログラム、ソフトウェア、またはファームウェアにおいて実装されてもよい。コ
ンピュータ読取可能な媒体の例は、（有線接続または無線接続により送信される）電気信
号およびコンピュータ読取可能な記憶媒体を含む。コンピュータ読取可能な記憶媒体の例
は、ＲＯＭ、ＲＡＭ、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内部ハード
ディスクおよびリムーバブルディスクなどの磁気媒体、磁気光学媒体、並びに、ＣＤ－Ｒ
ＯＭディスクおよびＤＶＤなどの光学媒体を含むが、これらに限定されない。ソフトウェ
アに関連したプロセッサは、ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末、基地局、ＲＮＣまたは任意のホスト
コンピュータにおける使用のための無線周波数送受信機を実装するために使用され得る。
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【手続補正書】
【提出日】令和2年1月7日(2020.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　シーケンスを使用して、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）肯定応答または否定応
答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）情報を送信するように構成されたプロセッサを備え、前記プロセ
ッサは、
　ネットワークエンティティから構成を受信し、前記構成は、前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ情報を送信するために使用される前記シーケンスの巡回シフトを示し、
　前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報が１ビットの情報を含むのか、または２ビットの
情報を含むのかを決定し、
　前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報が１ビットの情報を含む場合、
　　前記構成および前記１ビットの情報によって示されるＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値
に基づいて、前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するために使用される前記シー
ケンスの第１の巡回シフトまたは前記シーケンスの第２の巡回シフトのうちの１つを決定
し、前記シーケンスの前記第１の巡回シフトは、第１の１ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ値に対応し、前記シーケンスの前記第２の巡回シフトは、第２の１ビットのＨＡＲ
Ｑ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値に対応し、前記シーケンスの前記第１の巡回シフトおよび前記シ
ーケンスの前記第２の巡回シフトは、前記シーケンスの長さの半分だけ異なり、
　　前記シーケンスの前記第１の巡回シフトまたは前記シーケンスの前記第２の巡回シフ
トのうちの１つを使用して、前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信し、
　前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報が２ビットの情報を含む場合、
　　前記構成および前記２ビットの情報によって示されるＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値
に基づいて、前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するために使用される前記シー
ケンスの４つの巡回シフトのうちの１つを決定し、前記シーケンスの前記４つの巡回シフ
トの各々は、それぞれの２ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値に対応し、前記シーケ
ンスの前記４つの巡回シフトは、少なくとも前記シーケンスの前記長さの４分の１だけ互
いに異なり、
　　前記シーケンスの前記４つの巡回シフトのうちの１つを使用して、前記ＨＡＲＱ　Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信する
　ようにさらに構成されるＷＴＲＵ。
【請求項２】
　前記シーケンスの前記長さは１２である、請求項１のＷＴＲＵ。
【請求項３】
　前記第１の巡回シフトは３に等しく、前記第２の巡回シフトは９に等しい、請求項２の
ＷＴＲＵ。
【請求項４】
　前記４つの巡回シフトは、１、４、７、および１０を含む、請求項２のＷＴＲＵ。
【請求項５】
　前記２ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値は、（０，０）、（０，１）、（１，０
）、または（１，１）のうち１つである、請求項１のＷＴＲＵ。
【請求項６】
　前記２ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値（０，０）を送信するために使用される
前記巡回シフトは、前記２ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値（０，１）を送信する
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ために使用される前記巡回シフトと、前記シーケンスの前記長さの４分の１だけ異なり、
前記２ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値（０，１）を送信するために使用される前
記巡回シフトは、前記２ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値（１，０）を送信するた
めに使用される前記巡回シフトと、前記シーケンスの前記長さの４分の１だけ異なる、請
求項５のＷＴＲＵ。
【請求項７】
　前記プロセッサは、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）から、前記ＨＡＲＱ
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するためのリソースブロックの表示を受信するようにさら
に構成される、請求項１のＷＴＲＵ。
【請求項８】
　前記プロセッサは、前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報と共に、肯定的なスケジュー
リング要求（ＳＲ）を送信するようにさらに構成される、請求項１のＷＴＲＵ。
【請求項９】
　前記プロセッサは、前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するために使用される
物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォーマットを決定するようにさらに構成
される、請求項１のＷＴＲＵ。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するために使用可能な
巡回シフトの数を決定するようにさらに構成され、前記プロセッサは、前記ＨＡＲＱ　Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するために使用可能な巡回シフトの前記数に基づいて、前記Ｈ
ＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するためのリソースブロックを決定するようにさら
に構成される、請求項１のＷＴＲＵ。
【請求項１１】
　シーケンスを使用して、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）肯定応答または否定応
答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）情報を送信する方法であって、前記方法は、
　ネットワークエンティティから構成を受信するステップであって、前記構成は、前記Ｈ
ＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するために使用される前記シーケンスの巡回シフト
を示す、ステップと、
　前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報が１ビットの情報を含むのか、または２ビットの
情報を含むのかを決定するステップと、
　前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報が１ビットの情報を含む場合、
　　少なくとも前記構成に基づいて、前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するた
めに使用される前記シーケンスの第１の巡回シフトまたは前記シーケンスの第２の巡回シ
フトのうちの１つを決定するステップであって、前記シーケンスの前記第１の巡回シフト
は、第１の１ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値に対応し、前記シーケンスの前記第
２の巡回シフトは、第２の１ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値に対応し、前記シー
ケンスの前記第１の巡回シフトおよび前記シーケンスの前記第２の巡回シフトは、前記シ
ーケンスの長さの半分だけ異なる、ステップと、
　　前記シーケンスの前記第１の巡回シフトまたは前記シーケンスの前記第２の巡回シフ
トのうちの１つを使用して、前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するステップと
、
　前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報が２ビットの情報を含む場合、
　　少なくとも前記構成に基づいて、前記ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するた
めに使用される前記シーケンスの４つの巡回シフトのうちの１つを決定するステップであ
って、前記シーケンスの前記４つの巡回シフトの各々は、それぞれの２ビットのＨＡＲＱ
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値に対応し、前記シーケンスの前記４つの巡回シフトは、少なくとも
前記シーケンスの前記長さの４分の１だけ互いに異なる、ステップと、
　　前記シーケンスの前記４つの巡回シフトのうちの１つを使用して、前記ＨＡＲＱ　Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するステップと
　を含む方法。
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【請求項１２】
　前記シーケンスの前記長さは１２である、請求項１１の方法。
【請求項１３】
　前記第１の巡回シフトは３に等しく、前記第２の巡回シフトは９に等しい、請求項１２
の方法。
【請求項１４】
　前記シーケンスの前記４つの巡回シフトは、１、４、７、および１０を含む、請求項１
２の方法。
【請求項１５】
　前記２ビットのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ値は、（０，０）、（０，１）、（１，０
）、または（１，１）のうち１つである、請求項１１の方法。
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